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オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
に
依
拠
す
る
洋
風
画
屏
風
と
徳
川
家
康
の
近
臣
た
ち

　
　

慶
長
一
四
年
〜
二
〇
年
頃
の
外
交
環
境
と
の
関
連
を
中
心
に

岡　
　
田　
　
裕　
　
成

な
領
域
を
占
め
る
。
こ
れ
ら
世
俗
主
題
の
洋
風
画
作
品
は
、
今
日
に
至
る
伝
存

の
過
程
で
仕
立
て
直
さ
れ
た
も
の
も
あ
る
が
、
当
初
か
ら
「
屏
風
」
と
い
う
媒

体
に
描
か
れ
、
日
本
建
築
の
室
内
空
間
に
し
か
る
べ
く
配
置
さ
れ
た
と
考
え
ら

れ
る
作
例
が
少
な
か
ら
ず
残
さ
れ
て
い
る
。

『
駿
府
記
』
の
慶
長
一
六
年
九
月
二
〇
日
（
一
六
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
）
の
条
に

は
、
徳
川
家
康
面
前
の
出
来
事
と
し
て
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
あ
る
。「
南
蛮
世

界
図
屏
風
御
覧
有
り
。
而
し
て
異
域
國
々
之
御
沙
汰
に
及
ぶ
。
後
藤
少
（
庄
）
三

郎
、
長
谷
川
左
兵
衛
御
前
に
候
」（
駿
府
記: 217

）。
こ
の
一
節
は
、「
南
蛮
」
由
来

の
世
界
図
を
描
い
た
屏
風
が
、
駿
府
城
内
の
家
康
の
身
近
に
置
か
れ
、
か
つ
、
こ

の
「
天
下
人
」
の
政
策
決
定
の
場
で
利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
こ
に
言
及
さ
れ
る
「
世
界
図
屏
風
」
に
つ
い
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
製
の
大
判

世
界
地
図
に
依
拠
し
た
名
品
で
、現
在
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
に
所
蔵
さ
れ
る《
万

国
絵
図
屏
風
》
で
は
な
い
か
、
と
い
う
推
測
が
こ
れ
ま
で
時
に
な
さ
れ
て
き
た
。

後
で
詳
し
く
検
討
す
る
通
り
、筆
者
は
そ
の
可
能
性
は
低
い
と
考
え
て
い
る
。し

は
じ
め
に

武
装
君
主
像
や
戦
闘
図
、
世
界
地
図
、
田
園
で
の
狩
猟
な
ど
の
世
俗
的
な
主

題
を
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
図
像
源
泉
を
利
用
し
つ
つ
、
陰
影
法
や
透
視
図
法

な
ど
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の
様
式
を
模
し
て
描
い
た
作
品
群
は
、い
わ
ゆ
る「
南

蛮
美
術
」
の
な
か
で
、
南
蛮
屏
風
や
キ
リ
ス
ト
教
図
像
の
作
品
と
並
ん
で
重
要

は
じ
め
に

一
章　
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
に
依
拠
す
る
洋
風
画
屏
風

二
章　
イ
エ
ズ
ス
会
に
関
連
す
る
図
像
源
泉
の
再
検
討

三
章　
三
の
丸
尚
蔵
館
本
お
よ
び
関
連
作
品
の
制
作
時
期
の
上
限

四
章　

 

家
康
政
権
の
外
交
と
世
界
地
図
屏
風
： 

 

一
六
〇
九
〜
一
五
年
（
慶
長
一
四
〜
二
〇
年
）

五
章　
家
康
近
臣
と
世
界
地
図
屏
風
の
構
想

六
章　
作
品
の
制
作
者
を
め
ぐ
る
問
題

結
び　
植
民
地
主
義
的
表
象
の
移
転
と
再
構
築

＊本稿掲載の画像の無断複写は画像提供者により禁じられています。
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以
下
、
本
論
の
第
一
章
で
は
ま
ず
、
オ
ラ
ン
ダ
製
の
世
界
地
図
と
関
わ
る
一

群
の
洋
風
画
作
品
と
、
そ
れ
ら
に
関
す
る
先
行
研
究
を
概
観
す
る
。
二
章
で
は
、

従
来
イ
エ
ズ
ス
会
と
の
関
係
で
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
多
か
っ
た
対
象
の
作
品
群

に
、
む
し
ろ
キ
リ
ス
ト
教
的
な
要
素
を
排
除
す
る
意
識
的
な
操
作
が
加
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
三
章
で
は
作
品
の
成
立
時
期
、
と
り
わ
け
そ
の
上

限
に
つ
い
て
、
新
た
な
材
料
を
も
と
に
再
検
討
を
行
う
。
続
く
四
章
で
は
、
そ

の
想
定
さ
れ
る
作
品
成
立
の
時
期
、
日
本
の
外
交
政
策
に
大
き
な
変
化
が
起

こ
っ
て
い
た
こ
と
を
示
し
た
い
。
こ
れ
ら
の
議
論
を
踏
ま
え
、
五
章
で
は
、
変

化
す
る
環
境
の
も
と
、
ど
の
よ
う
な
意
思
の
主
体
が
、
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図

を
重
要
な
源
泉
と
す
る
一
連
の
洋
風
画
作
品
の
制
作
を
主
導
し
た
の
か
を
議
論

す
る
。
最
後
に
六
章
で
は
、
作
品
の
想
定
さ
れ
る
制
作
者
に
つ
い
て
の
所
見
を

示
す
。

一
章　
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
に
依
拠
す
る
洋
風
画
屏
風

屏
風
形
式
の
も
の
を
中
心
に
現
存
す
る
世
俗
主
題
の
洋
風
画
作
品
は
、比
較
的

限
ら
れ
た
数
の
図
像
源
泉
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
の
な
か
で
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー

を
な
す
の
は
、永
青
文
庫
や
Ｍ
Ｏ
Ａ
美
術
館
の
《
洋
人
奏
楽
図
屏
風
》（
図
１
）、九

州
国
立
博
物
館
の
《
水
車
の
あ
る
西
洋
風
俗
図
屏
風
》
な
ど
、一
〇
例
ほ
ど
が
知

ら
れ
る
田
園
風
俗
画
的
な
作
品
だ（

２
）。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、や
や
高
め
に
地
平
線
を

設
定
し
て
野
原
や
森
、
海
や
水
場
の
あ
る
田
園
的
な
風
景
を
描
き
、
そ
こ
に
、
狩

猟
や
奏
楽
を
楽
し
む
人
び
と
、西
洋
の
建
築
物
な
ど
を
配
す
る
。
馬
上
の
武
人
の

華
や
か
な
衣
装
や
武
器
、優
美
な
男
女
の
持
つ
リ
ュ
ー
ト
や
ハ
ー
プ
の
よ
う
な
楽

か
し
、
徳
川
家
康
と
い
う
権
力
者
の
ご
く
近
辺
で
の
世
界
地
図
屏
風
の
使
用
に

つ
い
て
述
べ
る
駿
府
記
の
記
録
は
、
世
界
を
知
る
情
報
媒
体
で
も
あ
っ
た
こ
の

種
の
作
品
の
成
立
背
景
を
考
え
る
う
え
で
大
変
興
味
深
い
。
本
稿
で
は
、
こ
の

一
節
も
手
が
か
り
と
し
つ
つ
、
駿
府
城
で
の
御
前
会
議
の
前
後
、
お
お
よ
そ
慶

長
一
四
年
（
一
六
〇
九
年
）
か
ら
慶
長
二
〇
年
（
一
六
一
五
年
）
頃
ま
で
の
、日
本

を
取
り
巻
く
外
交
環
境
の
大
き
な
変
化
、
そ
し
て
、
そ
れ
に
関
わ
っ
た
政
権
枢

要
の
人
物
と
の
関
連
と
い
う
観
点
か
ら
、
尚
蔵
館
本
は
じ
め
、
世
界
地
図
と
そ

の
付
属
図
像
を
展
開
し
た
一
群
の
洋
風
画
屏
風
の
成
立
過
程
を
問
い
直
し
た
い
。

筆
者
は
こ
れ
ま
で
、初
期
近
代
ス
ペ
イ
ン
世
界
帝
国
の
美
術
を
中
心
に
、植
民

地
主
義
の
も
と
で
周
縁
的
な
立
場
に
置
か
れ
た
主
体
が
、
外
来
の
造
形
的・図
像

的
な
文
化
を
い
か
に
受
容
し
、
み
ず
か
ら
の
文
脈
で
再
構
成・再
利
用
し
た
の
か

を
研
究
し
て
き
た（

１
）。

ま
た
、
そ
う
し
た
視
点
か
ら
、
香
雪
美
術
館
所
蔵
の
洋
風

画
《
レ
パ
ン
ト
戦
闘
図
屏
風
》
と
《
世
界
地
図
屏
風
》
を
取
り
上
げ
、
そ
の
戦

争
画
が
実
は
一
六
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
に
よ
る
チ
ュ
ニ
ス
遠
征
を
描
い
た
も
の
で

あ
る
こ
と
を
指
摘
す
る
と
と
も
に
、作
品
制
作
の
背
景
に
、徳
川
政
権
の
外
交
政

策
が
あ
っ
た
こ
と
を
論
じ
た
（
岡
田
﹇
裕
成
﹈ 2020a

）。
本
稿
は
そ
の
論
を
展
開
し
、

オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
と
そ
れ
に
付
属
し
た
図
像
を
も
と
に
描
か
れ
た
一
連
の

洋
風
画
作
品
に
焦
点
を
当
て
、
従
来
の
議
論
に
お
い
て
あ
ま
り
問
わ
れ
な
か
っ

た
、
洋
風
画
屏
風
の
構
想・制
作
の
場
に
お
け
る
日
本
側
の
関
与
を
詳
し
く
検
討

す
る
。
そ
の
議
論
を
と
お
し
て
、初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
主
義
的
な
海

洋
進
出
の
、い
わ
ば
最
突
端
に
位
置
し
た
日
本
で
う
み
だ
さ
れ
た
美
術
作
品
の
成

り
立
ち
を
、
一
方
向
的
な
影
響
論
の
枠
に
と
ら
わ
れ
な
い
か
た
ち
で
論
じ
た
い
。
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図１　《洋人奏楽図屏風》　六曲一双　各 93.1×302.4 cm　MOA美術館

図２　 《万国絵図屏風》（世界地図と民族誌的人物像）　八曲一双（図３と）　各 178.6×486.3 cm　皇居三の丸尚
蔵館（画像：皇居三の丸尚蔵館）

図３　 《万国絵図屏風》（武装君主騎馬像と都市景観図）　枠線で示すのは、ローマ景観図とポルトガル一国地図
（画像：皇居三の丸尚蔵館）

器
、
塔
を
備
え
た
石
造
り
の
城
館
な
ど
は
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
由
来
の
図
像
源
泉
か
ら
切
り
取
ら
れ
た
、

い
か
に
も
西
洋
風
の
風
俗
・
風
景
を
あ
ら
わ
す
モ

チ
ー
フ
だ
。
ま
た
こ
れ
ら
の
作
品
に
は
、
修
道
士

風
の
衣
服
を
ま
と
っ
た
人
物
や
、
キ
リ
ス
ト
教
的

な
寓
意
を
想
起
さ
せ
る
モ
チ
ー
フ
が
織
り
込
ま
れ

る
こ
と
も
あ
る
。
た
だ
そ
れ
ら
は
多
く
の
場
合
、宗
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壁
掛
け
地
図
の
構
成
要
素
を
数
多
く
、
か
つ
、
か
な
り
忠
実
に
再
現
し
て
い
る
。

例
と
し
て
、世
界
地
図
屏
風
の
左
右
に
三
列
で
描
か
れ
る
民
族
誌
的
人
物
図
の

う
ち
、
右
側
区
画・
左
列
、
上
か
ら
二
番
目
の
男
女
の
像
を
見
て
み
よ
う
。
こ
れ

は
ブ
ラ
ウ
の
地
図
の
「
イ
タ
リ
ア
人
」
に
由
来
す
る
（
図
５
）。
屏
風
の
男
女
像
は
、

人
物
の
ポ
ー
ズ
や
衣
装
の
特
徴
が
ブ
ラ
ウ
作
品
と
概
ね
一
致
し
て
い
る
。こ
の
よ

う
な
対
応
関
係
が
認
め
ら
れ
る
人
物
像
は
、さ
ら
に
二
〇
ほ
ど
あ
る
。
他
方
、世

界
地
図
に
つ
い
て
は
、
江
戸
時
代
半
ば
に
行
わ
れ
た
修
理
の
際
、
も
と
も
と
七
扇

目
に
あ
っ
た
北
ア
メ
リ
カ
大
陸
北
西
部
を
含
む
部
分
が
、現
在
の
二
扇
目
の
位
置

に
移
動
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。こ
れ
は
日
本
の
位
置
を
少
し
で
も
中
央

寄
り
に
し
よ
う
と
す
る
意
図
に
よ
る
と
思
わ
れ
る
が
、作
品
制
作
当
初
の
地
図
の

レ
イ
ア
ウ
ト
は
ブ
ラ
ウ
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
に
基
づ
い
て
い
た（

６
）。

対
を
な
す
都
市
景
観
図
・
武
装
君
主
騎
馬
像
の
屏
風
で
は
、
二
八
あ
る
都
市

図
の
う
ち
、
ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
に
な
い
ロ
ー
マ
（
第
五
扇
最
上
段
）
を
除
く
残
り

二
七
の
都
市
景
観
図
が
、
こ
の
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
の
付
属
図
像
と
一
致
す

る（
７
）。

君
主
騎
馬
像
に
つ
い
て
は
、
人
物
と
馬
の
ポ
ー
ズ
、
衣
装
な
ど
の
基
本
的

な
描
写
に
お
い
て
、
描
か
れ
る
八
点
す
べ
て
が
ブ
ラ
ウ
の
付
属
図
像
に
由
来
す

る
。
尚
蔵
館
の
《
万
国
絵
図
屏
風
》
一
双
は
、
こ
の
よ
う
に
一
七
世
紀
初
頭
に

ブ
ラ
ウ
ら
が
開
発
し
た
地
誌
情
報
図
像
付
き
の
大
型
の
壁
掛
け
世
界
地
図
と
、

極
め
て
密
接
な
つ
な
が
り
が
あ
る
。

た
だ
し
、
そ
の
構
成
モ
チ
ー
フ
の
詳
細
な
検
討
か
ら
、
日
本
に
伝
来
し
て
直

接
に
モ
デ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
は
、
こ
の
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
六
／
〇
七
年
版

そ
の
も
の
で
は
な
く
、
同
じ
く
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
図
製
作
者
で
あ
っ
た
ペ

教
的
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
解
読
を
導
く
だ
け
の
文
脈
を
欠
い
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ

る（
３
）。

絵
全
体
に
う
か
が
わ
れ
る
の
は
、
た
ぶ
ん
に
異
国
趣
味
的
な
演
出
だ
。

こ
う
し
た
田
園
風
俗
画
風
に
対
し
、
洋
風
画
屏
風
に
お
い
て
今
ひ
と
つ
の
カ

テ
ゴ
リ
ー
を
構
成
す
る
の
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
由
来
の
世
界
地
図
と
そ
れ
に
付
随

す
る
図
像
を
主
な
源
泉
と
し
た
作
品
群
だ
。
こ
れ
ま
で
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る

事
実
を
中
心
に
、
ま
ず
は
、
そ
の
主
な
作
品
を
概
観
し
て
お
こ
う
。

世
界
地
図
に
関
わ
る
洋
風
画
屏
風
を
代
表
す
る
の
は
、
多
く
の
図
像
要
素
を

含
み
、
ま
た
、
群
青
な
ど
を
ふ
ん
だ
ん
に
用
い
た
豪
華
な
彩
色
が
印
象
的
な
名

品
、
皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
（
以
下
尚
蔵
館
）
の
《
万
国
絵
図
屏
風
》
一
双
だ
。
こ

の
一
双
の
屏
風
の
片
隻
に
は
、
世
界
地
図
と
、
世
界
各
地
の
民
族
誌
的
な
人
物

画
・
四
二
区
画
が
描
か
れ
る
（
図
２
）。
も
う
一
隻
に
は
、
画
面
の
上
の
縁
に
八

点
の
武
装
君
主
騎
馬
像
、
そ
の
下
側
に
二
八
の
都
市
景
観
図
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
一

国
の
地
図
が
配
さ
れ
る
（
図
３
）。

画
面
の
構
成
要
素
の
多
く
が
由
来
す
る
の
は
、
一
七
世
紀
の
初
め
頃
、
オ
ラ

ン
ダ
で
作
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
地
誌
情
報
図
像
付
き
の
大
型
の
壁
掛
け
世
界

地
図
だ
。
こ
れ
は
、
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
地
図
製
作
者
ウ
ィ
レ
ム
・
ブ
ラ
ウ
を

中
心
と
し
て
開
発
さ
れ
た
も
の
で
、
世
界
地
図
の
周
り
に
各
国
の
君
主
像
、
民

族
誌
的
な
人
物
図
、
都
市
景
観
図
と
い
っ
た
図
像
を
配
置
す
る（

４
）。

サ
イ
ズ
も
大

き
く
、長
辺
は
２
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
及
ぶ
。
こ
う
し
た
大
判
の
地
図
は
通
常
、壁

に
掛
け
て
用
い
ら
れ
た
。
日
本
に
は
、
ブ
ラ
ウ
の
一
六
〇
六
／
〇
七
年
版
世
界

地
図
（
図
４
）
の
系
統
に
属
す
る
作
例
が
持
ち
込
ま
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る（

５
）。

尚
蔵
館
の
屏
風
は
、
視
覚
的
情
報
に
あ
ふ
れ
た
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
大
型
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図５　 皇居三の丸尚蔵館《万国絵図屏風》（世界地図と民族誌的人物像）民族誌的人物像（右側）の左列上から
２つ目と、ブラウ世界地図1606/07年版の民族誌的人物像より「イタリア人」

図４　 ウィレム・ブラウ　世界地図　1606-1607年　143×204 cm　アムステルダム国立海事博物館（伝存した付属図像
を伴う唯一の作例は戦災により喪失。紙焼き写真のみ現存。画像：National Maritime Museum, Amsterdam）
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ト
ル
ス
・
カ
エ
リ
ウ
ス
（
ピ
ー
テ
ル
・
フ
ァ
ン
・
デ
ル
・
ケ
ー
レ
）
が
一

六
〇
九
年
に
刊
行
し
た
改
訂
版
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。
こ

の
一
六
〇
九
年
改
訂
版
も
ま
た
残
念
な
が
ら
実
物
は
現
存
し
な
い
が
、

古
地
図
の
専
門
家
で
あ
る
三
好
唯
義
が
、
ブ
ラ
ウ
の
一
六
〇
六
／
〇

七
年
版
の
現
存
写
真
と
、
パ
リ
の
国
立
図
書
館
に
残
さ
れ
る
カ
エ
リ

ウ
ス
の
一
六
一
九
年
版
（
付
属
図
像
を
欠
く
世
界
地
図
の
み
現
存
）
を
組

み
合
わ
せ
、
精
密
な
復
元
を
お
こ
な
っ
て
い
る
（
三
好 2003

）。
三
好

の
指
摘
に
よ
れ
ば
、カ
エ
リ
ウ
ス
の
失
わ
れ
た
一
六
〇
九
年
版
は
、ブ

ラ
ウ
一
六
〇
六
／
〇
七
年
版
世
界
地
図
の
付
属
図
像
を
そ
の
ま
ま
継

承
す
る
一
方
、
一
六
一
九
年
の
カ
エ
リ
ウ
ス
版
の
世
界
地
図
部
分
に

含
ま
れ
る
装
飾
モ
チ
ー
フ
を
一
部
先
取
り
す
る
も
の
だ
っ
た
と
み
ら

れ
、
こ
れ
が
尚
蔵
館
本
に
写
さ
れ
た
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
う
し
て
想
定
さ
れ
る
カ
エ
リ
ウ
ス
の
一
六
〇
九
年
版

も
、
尚
蔵
館
本
の
全
て
の
図
像
の
す
べ
て
を
説
明
す
る
わ
け
で
は
な

い
。
尚
蔵
館
本
の
民
族
誌
的
な
人
物
画
は
、
指
摘
し
た
と
お
り
、
四

二
区
画
の
う
ち
二
〇
ほ
ど
は
、
こ
の
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
の
想
定

モ
デ
ル
に
由
来
す
る
が
、
そ
れ
以
外
は
、
想
定
さ
れ
る
一
六
〇
九
年

カ
エ
リ
ウ
ス
版
だ
け
で
ま
か
な
え
な
い
か
ら
だ
。
海
野
一
隆
が
い
う

よ
う
に
、
尚
蔵
館
本
の
図
像
源
泉
に
は
、
お
そ
ら
く
複
数
の
オ
ラ
ン

ダ
製
の
世
界
地
図
が
モ
デ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ

る
（
海
野 1991: 22 

）。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
後
の
議
論
に
お
い
て

今
一
度
触
れ
る
こ
と
に
し
よ
う
。

図６　《世界図屏風》　八曲一双（図７と）　各 158.7×477.7 cm　神戸市立博物館（画像：神戸市立博物館）

他
方
、
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
の

世
界
地
図
に
関
連
す
る
作
品
は
、
神
戸

市
立
博
物
館
と
香
雪
美
術
館
に
も
所
蔵

さ
れ
て
い
る
。

世
界
地
図
を
描
い
た
神
戸
市
立
博
物

館
所
蔵
の
屏
風《
世
界
図
屏
風
》（
図
６
）

は
、《
四
都
図
屏
風
》
と
題
さ
れ
る
、
都

市
景
観
図
と
君
主
騎
馬
像
、
民
族
誌
的

肖
像
を
組
み
合
わ
せ
た
屏
風
（
図
７
）
と

一
双
を
な
す
。
付
属
図
像
と
し
て
は
、

《
四
都
図
屏
風
》
の
上
辺
部
に
配
置
さ

れ
た
君
主
武
装
騎
馬
像
の
う
ち
、
挿
図

に
太
枠
で
示
し
た
二
点
、
民
族
誌
的
人

物
像
の
同
じ
く
太
枠
の
二
点
が
ブ
ラ
ウ

世
界
地
図
に
由
来
す
る
。
ま
た
、
都
市

図
四
点
の
う
ち
、三
都
市
の
景
観
（
イ
ス

タ
ン
ブ
ー
ル
、
セ
ビ
ー
リ
ャ
、
リ
ス
ボ
ン
）

も
ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
に
由
来
す
る
。
た

だ
し
、
尚
蔵
館
本
の
場
合
と
同
じ
く

ロ
ー
マ
だ
け
は
出
所
が
異
な
る
。
他
方
、

香
雪
美
術
館
蔵
の
《
世
界
地
図
屏
風
》

（
図
８
）
で
は
、地
図
の
下
部
に
挿
入
さ
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図８　 《世界地図屏風》　六曲一双（図９と）　各 153.5×369.0 cm　香雪美術館　枠線で示した民族誌的人物像
はすべてブラウ世界地図1606/07年版（図４）に由来（画像：香雪美術館）

図９　 《チュニス戦闘図（レパント戦闘図）屏風》　枠線で示した騎馬像はブラウ世界地図1606/07年版（図４）
に由来（画像：香雪美術館）

図７　《四都図屏風》　枠線部分はブラウ世界地図1606/07年版に由来（画像：神戸市立博物館）
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図11　《泰西王侯騎馬図屏風》　四曲一双　各 184.0×245.0 cm　サントリー美術館（画像：サントリー美術館）

図10　 《日本図・世界図屏風》　六曲一双　各 148.5×364.0 cm　福井、浄得寺

れ
る
十
五
区
画
の
民
族
誌
的
人
物
像
と
、
対
の
屏
風
《
チ
ュ
ニ
ス
戦
闘

図
（
レ
パ
ン
ト
戦
闘
図
）》（
図
９
）
面
中
に
描
か
れ
た
武
装
君
主
の
騎
馬
像

が
ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
に
由
来
す
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
福
井
の
浄
得
寺
に
残
さ
れ
る
日
本
地
図
・
世
界

地
図
の
屏
風
（
図
10
）
の
よ
う
に
地
図
だ
け
で
構
成
さ
れ
る
作
品
と
異

な
り
、
い
ず
れ
も
一
双
の
作
品
全
体
に
地
誌
的
・
民
族
誌
的
な
イ
メ
ー

ジ
が
描
か
れ
る
点
に
大
き
な
特
徴
が
あ
る
。
豊
臣
秀
吉
の
朝
鮮
半
島
侵

攻
の
拠
点
と
な
っ
た
肥
前
名
護
屋
な
ど
が
描
か
れ
る
浄
得
寺
作
品
は
、

お
そ
ら
く
制
作
時
期
が
少
し
早
い）

8
（

。
逆
に
、
尚
蔵
館
本
他
三
点
の
、
そ

れ
ぞ
れ
一
双
を
な
す
屏
風
作
品
群
は
、
一
七
世
紀
初
め
に
成
立
し
た
ブ

ラ
ウ
の
付
属
図
像
付
き
大
判
世
界
地
図
を
も
と
に
し
た
新
機
軸
の
イ

メ
ー
ジ
で
あ
り
、
そ
れ
が
日
本
の
な
か
で
、
構
成
要
素
の
選
択
や
組
み

立
て
に
変
化
を
つ
け
な
が
ら
一
定
の
展
開
を
果
た
し
た
も
の
と
考
え
ら

れ
る
。

他
方
、そ
れ
自
体
は
地
図
の
要
素
を
も
た
な
い
も
の
の
、サ
ン
ト
リ
ー

美
術
館
と
神
戸
市
立
博
物
館
に
分
蔵
さ
れ
る
《
泰
西
王
侯
騎
馬
図
屏

風
》（
図
11
、
12
）
も
、
ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
か
ら
展
開
し
て
成
立
し
た
作

品
だ
。こ
れ
ら
各
国
の
特
徴
的
な
武
装
を
整
え
た
君
主
の
騎
馬
像
は
、ブ

ラ
ウ
世
界
地
図
の
君
主
騎
馬
像
と
、
ヨ
ハ
ネ
ス
・
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス
の

『
ロ
ー
マ
皇
帝
図
集
』
由
来
の
イ
メ
ー
ジ
を
組
み
合
わ
せ
て
い
る（

９
）。

ス

ト
ラ
ダ
ヌ
ス
の
図
像
集
は
、
ス
ペ
イ
ン
領
フ
ラ
ン
ド
ル
の
ア
ン
ト
ウ
ェ

ル
ペ
ン
で
一
五
八
〇
年
代
以
降
に
制
作
さ
れ
た
。

©2025 Suntory Museum of Art. All Rights Reserved
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図12　《泰西王侯騎馬図屏風》　四曲一隻　166.2×460.4 cm　神戸市立博物館（画像：神戸市立博物館）

図13　 中央：サントリー美術館本左隻・右側の君主騎馬像（図11部分）とそのモデル：ａ. ブラウ世界地図（図
４）より「フランス王（アンリ４世）」、ｂ. ストラダヌス『ローマ皇帝図集』（アントウェルペンで1587-
89年頃以降発行　ニューヨーク、メトロポリタン美術館）より《ウィテリウス帝》

©2025 Suntory Museum of Art. All 
Rights Reserved



114

図
13
に
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
本
左
隻
左
側
の
騎
馬
像
を
示
す
。
こ
の
像
は
、
馬

上
の
王
の
ポ
ー
ズ
が
ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
付
属
の
君
主
騎
馬
像
の
左
端
「
フ
ラ
ン

ス
王
」
に
由
来
す
る
一
方
、
馬
の
脚
の
挙
動
は
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス
『
ロ
ー
マ
皇
帝

図
集
』
の
ウ
ィ
テ
リ
ウ
ス
帝
の
馬
に
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
同
じ
く
サ
ン
ト
リ
ー
本

の
右
隻
左
の
騎
馬
像
は
、
ブ
ラ
ウ
の
君
主
騎
馬
像
右
か
ら
二
つ
目
の
「
ア
ビ
シ

ニ
ア
の
王
」
の
人
物
部
分
を
モ
デ
ル
と
す
る
（
た
だ
し
王
の
持
つ
笏
の
向
き
は
異
な

る
）
の
に
対
し
、馬
の
姿
は
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス
の
カ
リ
グ
ラ
帝
（
た
だ
し
左
右
反
転
）

に
も
と
づ
い
て
い
る
（
図
14
）。《
泰
西
王
侯
騎
馬
図
》
の
描
き
手
は
、
少
な
く

と
も
ブ
ラ
ウ
と
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス
の
モ
デ
ル
を
手
元
に
置
き
つ
つ
、
随
意
の
組
み

合
わ
せ
に
よ
り
、
彼
ら
の
な
り
の
騎
馬
像
を
つ
く
り
出
そ
う
と
し
た
よ
う
だ
。

さ
ら
に
、
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス
の
『
ロ
ー
マ
皇
帝
図
集
』
は
、
尚
蔵
館
本
《
万
国

絵
図
屏
風
》
の
片
隻
、武
装
君
主
像
と
都
市
景
観
図
の
屏
風
の
画
面
の
下
層
、赤

外
線
撮
影
に
よ
り
確
認
さ
れ
た
墨
線
の
画
像
に
も
モ
デ
ル
と
し
て
用
い
ら
れ
て

い
る
（
図
15
） ）

10
（

。
こ
の
墨
線
は
、
都
市
景
観
図
な
ど
現
在
の
絵
が
描
か
れ
る
前
に
、

別
構
想
の
作
品
の
下
絵
と
し
て
描
か
れ
た
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る
。そ
こ
に
、ス

ト
ラ
ダ
ヌ
ス
に
由
来
す
る
、
ウ
ェ
ス
パ
シ
ア
ヌ
ス
他
４
人
の
皇
帝
の
騎
馬
像
が

描
か
れ
る
。
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
世
界
地
図
由
来
の
図
像
を
軸
に
し
た
作

品
群
は
、
こ
の
よ
う
に
、
他
の
モ
デ
ル
も
随
時
共
有
し
つ
つ
、
相
互
に
入
り
組

ん
だ
か
た
ち
で
複
雑
に
結
び
つ
い
て
い
た
。

モ
デ
ル
の
共
有
に
よ
っ
て
繋
が
る
作
品
の
中
に
は
、
さ
ら
に
、
長
崎
歴
史
文

化
博
物
館
の
《
泰
西
王
侯
図
屏
風
》
一
双
（
図
16
）
の
よ
う
な
、
立
像
の
武
人

像
も
存
在
す
る
。
こ
の
屏
風
に
は
、
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス
《
ロ
ー
マ
皇
帝
図
集
》
の

図14　 中央：サントリー美術館本右隻・左側の君主騎馬像（図11部分）とそのモデル：ａ. ブラウ世界地図（図
４）より「アビシニアの王」、ｂ. ストラダヌス『ローマ皇帝図集』より《カリグラ帝》（ただし左右を反
転して表示）

©2025 Suntory Museum of Art. All Rights 
Reserved
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図15　 尚蔵館本《万国絵図屏風》（武装君主騎馬像・都市景観図）の赤外線画像描き起こし図（岡墨光堂修復部・
伊加田剛史氏による。『修復』 ５ ［京都：岡墨光堂、1999］所収「修理報告」より複写）と対応するストラダヌ
ス『ローマ皇帝図集』由来のモデル（左から、ウェスパシアヌス帝、ウィテリウス帝、カリグラ帝、オットー帝）

図16　 《泰西王侯図屏風》　六曲一双　各扇 123.8×51.4 cm　長崎歴史文化博物館（画像：長崎歴史文化博物館）
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一
場
面
《
カ
エ
サ
ル
の
凱
旋
》（
図
17
）
に
加
え
、
一
六
一
〇
年
に
ア
ン
ト
ウ
ェ

ル
ペ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
、
イ
エ
ズ
ス
会
創
立
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ

ラ
の
伝
記
挿
絵
集
に
由
来
す
る
モ
デ
ル
が
借
用
さ
れ
て
い
る
。
井
出
洋
一
郎
が

指
摘
し
た
よ
う
に
、
長
崎
作
品
右
隻
第
六
扇
の
武
人
の
右
側
で
ラ
ン
タ
ン
を
か

ざ
す
少
年
の
姿
と
、
そ
の
す
ぐ
後
ろ
の
も
う
一
人
の
姿
は
、
確
か
に
、
こ
の
イ

グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝
挿
絵
集
の
一
場
面
《
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
の
元
老
院
議
員
ト
レ

ヴ
ィ
サ
ノ
に
迎
え
ら
れ
る
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
》
の
元
老
院
議
員

に
付
き
添
う
少
年
た
ち
と
、
ポ
ー
ズ
や
持
ち
物
が
一
致
す
る
（
図
18
）（
井
出 

1991

）。
特
に
ラ
ン
タ
ン
と
、
そ
こ
か
ら
発
す
る
西
洋
絵
画
的
な
光
の
表
現
の
一

致
が
印
象
的
だ
。

図17　 長崎歴史文化博物館本《泰西王侯図屏風》右隻
四扇（図16部分）とそのモデル：ストラダヌス
『ローマ皇帝図集』より「カエサルの凱旋」

図18　 長崎歴史文化博物館本《泰西王侯図屏風》右隻六扇（図16部分）とそのモデ
ル：ペドロ・デ・リバデネイラ『福者イグナティウス・デ・ロヨラ伝』挿絵
集（アントウェルペン、1610年刊）より《ヴェネツィアの元老院議員トレヴィ
サノに迎えられるイグナティウス・デ・ロヨラ》（部分）
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先
に
触
れ
た
尚
蔵
館
本
と
神
戸
市
博
の
都
市
景
観
図
の
う
ち
、
ブ
ラ
ウ
世
界

地
図
に
な
か
っ
た
ロ
ー
マ
景
観
図
が
由
来
す
る
の
も
、
実
は
こ
の
イ
グ
ナ
テ
ィ

ウ
ス
伝
挿
絵
集
だ
（
坂
本
、
井
出
、
越
智
、
日
高 1997: 42 

）。
後
で
詳
し
く
検
討

す
る
よ
う
に
、
こ
の
挿
絵
集
も
ま
た
、
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
の
地
図
と
と

も
に
、
洋
風
画
屏
風
の
成
立
の
時
期
や
そ
の
過
程
を
検
討
す
る
た
め
の
重
要
な

指
標
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
洋
風
画
屏
風
に
は
、
現
存
作
例
の
数
は
限
ら
れ
る
も
の
の
、
世

界
の
地
理
・
地
誌
に
つ
い
て
当
時
最
新
の
知
見
を
組
み
込
ん
だ
オ
ラ
ン
ダ
製
の

大
型
壁
掛
け
世
界
地
図
か
ら
派
生
し
た
一
群
の
作
品
が
存
在
す
る
。
な
か
で
も

皇
居
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
の
《
万
国
絵
図
屏
風
》
の
一
双
は
、
世
界
地
図
と
民

族
誌
的
肖
像
、
各
国
君
主
の
騎
馬
像
、
世
界
各
地
の
都
市
景
観
図
と
い
う
、
ブ

ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
の
モ
デ
ル
の
付
属
図
像
の
構
成
要
素
す
べ
て
を
、
し
か

も
数
多
く
継
承
し
て
い
る
点
で
、
最
も
中
心
的
な
作
品
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
、

そ
の
原
型
的
な
作
品
か
ら
の
展
開
例
と
み
ら
れ
る
の
が
、
神
戸
市
博
の
《
世
界

図
屏
風
》
と
《
四
都
図
屏
風
》
の
一
双
、
そ
し
て
、
世
界
地
図
に
戦
争
画
を
組

み
合
わ
せ
て
一
双
を
な
す
香
雪
美
術
館
の
《
世
界
地
図
屏
風
》
と
《
チ
ュ
ニ
ス

戦
闘
図
（
レ
パ
ン
ト
戦
闘
図
）》
だ
。
神
戸
市
博
作
品
は
、
尚
蔵
館
本
と
同
様
の

構
成
要
素
を
備
え
る
も
の
の
、
扱
わ
れ
る
モ
チ
ー
フ
の
数
は
尚
蔵
館
本
よ
り
か

な
り
少
な
い
。
他
方
、
香
雪
の
作
品
は
、
独
立
し
た
戦
争
画
を
片
隻
に
描
き
つ

つ
、
そ
の
情
景
の
な
か
に
、
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
世
界
地
図
の
付
属
図
像

に
由
来
す
る
君
主
騎
馬
像
を
織
り
込
む
な
ど
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
製

地
図
と
の
関
係
で
、
よ
り
自
由
な
展
開
が
見
ら
れ
る
。
現
存
作
例
が
限
ら
れ
て

い
る
の
で
、
こ
う
し
た
展
開
を
単
純
に
時
系
列
に
落
と
し
込
む
の
は
危
険
だ
が
、

モ
デ
ル
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
製
地
図
と
の
距
離
感
の
違
い
は
指
摘
し
て
お
い
て

よ
い
だ
ろ
う
。

こ
れ
に
対
し
、
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
世
界
地
図
に
由
来
す
る
君
主
騎
馬

像
を
、金
碧
の
屏
風
に
大
き
く
引
き
伸
ば
し
、《
ロ
ー
マ
皇
帝
図
集
》
由
来
の
と

組
み
合
わ
せ
た
《
王
侯
騎
馬
図
》（
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
と
神
戸
市
立
博
物
館
）
は
、

別
種
の
発
想
に
も
と
づ
く
展
開
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
周
辺
に
は
さ
ら

に
、ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
世
界
地
図
と
直
接
の
関
係
は
な
い
も
の
、モ
チ
ー

フ
と
し
て
は
各
国
君
主
像
と
よ
く
似
た
武
装
の
人
物
像
を
描
く
長
崎
歴
史
文
化

博
物
館
の
《
泰
西
王
侯
図
屏
風
》
が
あ
っ
た
。
こ
の
長
崎
作
品
に
類
す
る
も
の

は
、
南
蛮
文
化
館
や
ボ
ス
ト
ン
美
術
館
な
ど
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
点
数
の
組
み
合

わ
せ
の
作
品
が
比
較
的
数
多
く
残
さ
れ
、
そ
の
か
つ
て
の
広
が
り
を
想
像
さ
せ

る
。い

ず
れ
に
せ
よ
、
一
七
世
紀
初
頭
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
開
発
さ
れ
た
新
基

軸
の
付
属
図
像
付
き
大
判
壁
掛
け
世
界
地
図
は
、
お
そ
ら
く
そ
の
成
立
か
ら
ほ

ぼ
時
を
隔
て
ず
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
、
屏
風
と
い
う
日
本
美
術
の
媒
体
の
う
え

に
展
開
し
、
か
つ
起
源
の
異
な
る
図
像
源
泉
も
取
り
込
み
つ
つ
、
一
群
の
注
目

す
べ
き
作
品
を
う
み
だ
し
た
。
で
は
、
そ
の
作
品
群
を
成
立
さ
せ
た
意
思
の
主

体
は
ど
こ
に
、
ど
の
よ
う
な
か
た
ち
で
存
在
し
た
の
か
。

か
つ
て
坂
本
満
は
、こ
こ
に
確
認
し
た
よ
う
な
図
像
源
泉
の
共
通
性
か
ら
、こ

れ
ら
世
俗
的
な
主
題
の
洋
風
画
作
品
一
般
に
つ
い
て
、
緊
密
に
連
携
し
た
比
較
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的
小
さ
な
制
作
者
集
団
の
存
在
を
想
定
す
る
と
と
も
に
、
洋
風
画
の
様
式
を
駆

使
す
る
そ
の
集
団
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
セ
ミ
ナ
リ
オ
で
形
成
さ
れ
た
画
家
た
ち

だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
推
測
し
た
（
坂
本 1973: 40-41

）。

さ
ら
に
井
出
洋
一
郎
は
、
尚
蔵
館
本
が
明
治
初
期
に
皇
居
・
江
戸
城
に
あ
っ

た
こ
と
や
、
画
中
の
日
本
地
図
に
お
い
て
駿
府
が
江
戸
、
京
、
大
坂
と
と
も
に

大
き
く
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
る
こ
と
（
図
19
）
を
根
拠
と
し
て
、
先
の
駿
府
記
に

い
う
、
家
康
御
前
の
世
界
地
図
屏
風
は
こ
の
尚
蔵
館
本
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か

と
の
説
を
提
起
し
た
。
そ
の
う
え
で
、
こ
の
尚
蔵
館
本
の
み
な
ら
ず
、
徳
川
家

周
辺
の
大
名
家
に
多
く
が
伝
存
し
た
洋
風
画
屏
風
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
彼
ら

権
力
者
へ
の
贈
り
物
で
あ
っ
た
と
す
る
考
え
を
示
し
た）

11
（

。

じ
っ
さ
い
、
世
俗
主
題
の
洋
風
画
屏
風
は
、
家
康
や
秀
忠
と
深
い
つ
な
が
り

の
あ
っ
た
譜
代
の
家
臣
を
中
心
と
す
る
大
名
家
に
多
く
伝
存
し
て
い
る
。
主
な

例
を
挙
げ
る
な
ら
ば
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
と
神
戸
市
博
に
分
蔵
さ
れ
る
《
泰

西
王
侯
騎
馬
図
》
は
、
戊
辰
戦
争
敗
戦
時
、
会
津
藩
・
松
平
家
に
あ
っ
た
。
想

定
さ
れ
る
制
作
時
期
に
近
い
藩
祖
は
徳
川
秀
忠
の
庶
子
の
保
科
正
之（
一
六
一
一

年
生
ま
れ
）
だ）

12
（

。
香
雪
美
術
館
の
《
世
界
地
図
屏
風
》
と
《
チ
ュ
ニ
ス
戦
闘
図

（
レ
パ
ン
ト
戦
闘
図
）》
の
一
双
に
つ
い
て
は
、
か
つ
て
小
田
原
藩
・
大
久
保
家

由
来
の
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
は
近
年
、
勝
盛
典
子
に
よ
り
訂
正
さ
れ
、
大
久

保
家
に
伝
存
し
た
の
は
絵
柄
的
に
よ
く
似
た
別
の
屏
風
（
現
在
所
在
不
明
）
で
あ

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
（
勝
盛 2019

）。
た
だ
、
香
雪
の
屏
風
の
類
作
が
大

久
保
家
に
あ
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
藩
祖
大
久
保
忠
隣
は
、
一
六
一

〇
年
に
秀
忠
付
き
の
老
中
に
任
じ
ら
れ
た
譜
代
の
大
名
で
あ
っ
た
。さ
ら
に
、長

崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
《
泰
西
王
侯
図
屏
風
》
の
出
所
は
庄
内
藩
・
酒
井
家
で
、

藩
祖
忠
勝
は
徳
川
家
康
の
従
兄
弟
に
当
た
る
酒
井
家
次
の
子
で
あ
っ
た
。
井
出

が
提
示
す
る
権
力
者
へ
の
「
贈
り
物
」
と
い
う
論
は
、
駿
府
の
家
康
、
さ
ら
に

は
、
こ
れ
ら
徳
川
家
重
臣
た
ち
に
多
い
洋
風
画
屏
風
の
所
有
者
た
ち
と
、
作
品

制
作
の
主
体
と
み
な
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
と
の
関
係
を
、
わ
か
り
や
す
く
説
明

す
る
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
坂
本
や
井
出
ら
自
身
も
慎
重
に
留
保
す
る
通
り
、
世
俗
主

題
の
洋
風
画
屏
風
の
制
作
の
場
に
つ
い
て
は
そ
も
そ
も
直
接
的
な
史
料
は
な
く
、

図19　 尚蔵館本《万国絵図屏風》（世界地図と民族誌的人物像）
より「日本」（図２部分）
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「
贈
り
物
」と
の
論
も
あ
く
ま
で
も
仮
説
に
と
ど
ま
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、そ

の
論
が
な
か
ば
自
明
視
さ
れ
て
き
た
の
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
文
化
の
伝
達
者
と
し

て
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
関
与
が
前
提
視
さ
れ
が
ち
な
南
蛮
美
術
研
究
の
一
般
的
な

状
況
が
あ
っ
た
か
ら
で
あ
ろ
う
。と
は
い
え
、こ
う
し
た
議
論
に
こ
れ
ま
で
ま
っ

た
く
疑
問
が
も
た
れ
な
か
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
塚
原
晃
は
、従
来
の「
定
説
」

が
万
全
に
裏
付
け
ら
れ
た
も
の
で
な
い
こ
と
を
指
摘
し
た
う
え
で
、
世
俗
の
洋

風
画
作
品
は
、「
オ
ラ
ン
ダ
が
舶
来
し
た
何
ら
か
の
地
図
資
料
」
や
「
禁
教
後
に

イ
エ
ズ
ス
会
関
係
者
が
日
本
に
残
し
て
い
っ
た
書
籍
」
を
も
と
に
、「
日
本
の
有

力
者
」
が
描
か
せ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
の
見
方
を
、「
妄
想
」
と
断

り
な
が
ら
提
示
し
て
い
る
（
塚
原 2011: 207; 
塚
原 2013: 10 

）。
ま
た
三
好
唯
義

も
、
尚
蔵
館
本
《
万
国
絵
図
屏
風
》
に
つ
い
て
、
井
出
も
指
摘
し
た
地
図
中
の

駿
府
の
存
在
な
ど
に
注
目
し
つ
つ
、
そ
の
制
作
の
背
後
に
、
徳
川
家
康
の
何
ら

か
の
か
た
ち
で
の
関
与
に
注
意
を
促
し
た
（
三
好 2003: 57 
）。

ま
た
、
私
自
身
は
、
前
述
の
《
チ
ュ
ニ
ス
戦
闘
図
（
レ
パ
ン
ト
戦
闘
図
）》
を

め
ぐ
る
論
考
に
お
い
て
、
家
康
政
権
が
特
に
一
六
〇
九
年
（
慶
長
一
四
年
）
以
降

の
数
年
間
、
ス
ペ
イ
ン
と
の
間
で
熱
心
に
展
開
し
た
外
交
交
渉
が
、
こ
の
戦
闘

図
、
そ
し
て
そ
れ
と
対
を
な
す
世
界
地
図
の
屏
風
の
成
立
に
深
く
関
わ
っ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
と
の
論
を
提
示
し
た
（
岡
田 

﹇
裕
成
﹈: 2020a

）。
こ
の
議
論
は

一
つ
の
作
品
に
限
定
し
た
も
の
で
あ
っ
た
が
、
イ
エ
ズ
ス
会
主
導
を
前
提
と
す

る
論
が
支
配
的
な
な
か
、作
品
を
め
ぐ
る
背
景
的
な
事
実
に
も
と
づ
き
つ
つ
、こ

れ
ま
で
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
る
こ
と
の
な
か
っ
た
日
本
側
の
当
事
者
性
に
注
目
す

る
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
示
し
た
展
望
は
、
同
種
の
作
品
全
体
に
も
展
開
し

う
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
、
本
稿
の
問
題
意
識
だ
。

も
ち
ろ
ん
、
日
本
に
お
け
る
洋
風
画
、
特
に
キ
リ
ス
ト
教
聖
像
の
制
作
に
イ

エ
ズ
ス
会
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
工
房
が
果
た
し
た
役
割
は
極
め
て
大
き
な
も
の
で

あ
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
七
世
紀
の
初
頭
、
一
気
に
複
雑
化
し
た
日
本
を

め
ぐ
る
外
交
環
境
は
、
け
っ
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
、
お
よ
び
そ
の
保
護
者
で
あ
っ

た
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
関
係
の
み
に
閉
じ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。と
り
わ
け
、オ

ラ
ン
ダ
製
の
世
界
地
図
を
中
心
に
成
立
し
、
世
界
の
地
理
・
地
誌
に
関
す
る
世

俗
的
な
モ
チ
ー
フ
を
盛
り
だ
く
さ
ん
に
描
い
た
ユ
ニ
ー
ク
な
作
品
群
の
成
立
の

経
緯
は
、
幅
広
い
視
点
か
ら
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

そ
れ
ゆ
え
本
稿
で
は
次
に
、
こ
れ
ま
で
洋
風
画
屏
風
を
イ
エ
ズ
ス
会
に
結
び

付
け
て
語
る
際
に
参
照
さ
れ
て
き
た
、
い
く
つ
か
の
重
要
な
図
像
上
の
要
素
に

注
目
す
る
こ
と
に
し
た
い
。
そ
れ
ら
は
本
当
に
、
作
品
の
構
想
・
制
作
の
場
に

お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
関
与
を
示
す
も
の
な
の
か
、
新
た
な
視
点
か
ら
批
判
的

な
検
証
を
試
み
る
。

二
章　

 

イ
エ
ズ
ス
会
に
関
連
す
る
図
像
源
泉
の
再
検
討

洋
風
画
屏
風
に
関
す
る
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
な
か
で
、
図
像
源
泉
と
い
う
面

か
ら
イ
エ
ズ
ス
会
と
の
関
係
を
示
す
根
拠
と
し
て
注
目
さ
れ
て
き
た
の
は
、
都

市
景
観
図
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
尚
蔵
館
本
の
片
隻
、
お
よ
び
神
戸
市
博
蔵
の

《
四
都
図
屏
風
》
に
描
か
れ
る
ロ
ー
マ
の
景
観
図
だ
（
図
20
、
21
）。
ロ
ー
マ
は

ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
の
付
属
図
像
に
は
含
ま
れ
ず
、
前
述
の
通
り
両
作
品
は
こ
れ



120

ａ. 

図20　 ａ. 尚蔵館本《万国絵図屏風》（武装君主騎馬像・都市景観図）より五扇・最上段「ローマ景観図」（図３部分）：　ｂ. 細部

ｂ. 

図21　ａ. 神戸市博本《四都市図屏風》より「ローマ景観図」（図７部分）：　ｂ. 細部

ｂ. 
ａ. 

を
、
一
六
一
〇
年
に
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
刊
行

さ
れ
た
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
伝
挿
絵

集（Ribadeneyra 1610

）か
ら
借
用
し
て
い
る（
坂

本
、
井
出
、
越
智
、
日
高 1997: 42; 

三
好 2003

）。
こ

の
ロ
ー
マ
の
景
観
図
は
、
出
所
が
イ
エ
ズ
ス
会
に

直
結
す
る
も
の
で
あ
る
と
同
時
に
、
絵
の
上
で
も

イ
エ
ズ
ス
会
の
関
係
施
設
を
強
調
し
た
特
別
な
も

の
だ
。
図
の
中
程
に
は
イ
エ
ズ
ス
会
の
神
学
校
教

員
宿
舎
や
ロ
ー
マ
学
院
な
ど
が
大
き
く
描
か
れ
て

い
る
（
図
22
）

ま
た
尚
蔵
館
本
で
は
、
都
市
景
観
図
が
並
ぶ
中

に
い
さ
さ
か
唐
突
に
ポ
ル
ト
ガ
ル
一
国
の
地
図
が

挿
入
さ
れ
て
い
た
（
前
出
図
３
）。
こ
れ
は
ブ
ラ
ウ

／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
世
界
地
図
に
含
ま
れ
る
も
の
で

は
な
く
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
の
ア
ブ
ラ
ハ
ム
・

オ
ル
テ
リ
ウ
ス
の
世
界
地
図
帳
『
世
界
の
舞
台
』

か
ら
取
ら
れ
て
い
る
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
保
護
の
も
と
で
日
本
に
お
け
る
宣
教
を
行
っ

た
こ
と
か
ら
、
尚
蔵
館
本
が
そ
の
地
図
を
組
み
込

ん
だ
の
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
と
の
繋
が
り
を
示
唆
す

る
も
の
と
さ
れ
て
き
た
（
坂
本
、
井
出
、
越
智
、
日

高 1997: 42; 

三
好 1997; 

三
好 2003

）。
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長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
の
《
泰
西
王
侯
図
》
に
も
注
目
す
べ
き
モ
チ
ー
フ

が
あ
る
。
一
つ
は
、右
隻
第
二
扇
に
描
か
れ
た
武
人
の
盾
だ
。
こ
こ
に
は
、イ

エ
ズ
ス
会
の
紋
章
を
思
わ
せ
る
図
柄
が
描
か
れ
て
い
る
（
前
出
図
16
、23
）。
さ

ら
に
、
右
隻
第
四
扇
の
君
主
像
に
は
坂
本
満
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ス
ペ
イ

ン
国
王
フ
ェ
リ
ペ
二
世
の
甥
で
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
総
督
を
務
め
た
ア
ル
ベ
ル

ト
の
紋
章
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
24
）（
坂
本1987: 100

）。
イ
エ
ズ
ス
会
と
の

関
係
と
い
う
点
か
ら
、
こ
の
ア
ル
ベ
ル
ト
に
つ
い
て
の
情
報
を
加
え
る
な
ら

ば
、
彼
は
ネ
ー
デ
ル
ラ
ン
ト
に
赴
く
前
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
副
王
の
地
位
に
あ

り
、
一
五
八
四
年
に
天
正
遣
欧
使
節
が
リ
ス
ボ
ン
に
到
着
し
た
際
に
は
こ
れ

を
大
い
に
歓
待
し
た
と
デ
・
サ
ン
デ
の
『
天
正
遣
欧
使
節
記
』
が
伝
え
て
い

る
（
デ
・
サ
ン
デ 1969: 257

）。
紋
章
の
図
像
源
泉
と
な
る
ア
ル
ベ
ル
ト
の
肖
像

画
版
画
（
図
25
）
の
よ
う
な
モ
デ
ル
を
、
使
節
が
持
ち
帰
っ
て
い
た
可
能
性
も

想
定
で
き
る
。

こ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
、
図
像
の
面
か
ら
洋
風
画
屏
風
を
イ
エ
ズ
ス
会
と
結
び

つ
け
る
根
拠
と
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
こ
こ
に
み
た
事
実
は
、
洋
風
画
屏
風
に

イ
エ
ズ
ス
会
系
の
モ
デ
ル
が
用
い
ら
れ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
そ
れ

は
、
作
品
が
イ
エ
ズ
ス
会
の
主
導
の
も
と
で

つ
く
ら
れ
た
、
と
い
う
こ
と
を
も
意
味
す
る

の
だ
ろ
う
か
。

イ
エ
ズ
ス
会
と
の
関
係
を
最
も
直
接
的

に
示
す
と
思
わ
れ
る
、
ロ
ー
マ
景
観
図
を
今

一
度
見
て
み
よ
う
。
こ
の
景
観
図
の
ほ
ぼ
中

央
に
は
、
前
述
の
通
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
最

も
重
要
な
教
育
施
設
二
つ
が
大
き
く
描
か

れ
る
。
し
か
し
そ
の
細
部
の
描
写
に
は
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
の
景
観
図
と
の
間
に
重
要
な
違

い
が
あ
る
。
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝
挿
絵
集
所

収
の
景
観
図
で
は
、
そ
の
二
つ
の
建
物
の

フ
ァ
サ
ー
ド
に
「IHS

」
の
文
字
と
十
字
架

で
構
成
さ
れ
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
紋
章
が

図22　 ａ. ペドロ・デ・リバデネイラ『福者イグナティウス・デ・
ロヨラ伝』挿絵集（アントウェルペン、1610年刊）よりロー
マ景観図　ｂ. 細部
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図23　 長崎歴史文化博物館本《泰西王侯図屏風》右隻二扇「盾」
（図16部分）（所蔵館許諾により筆者撮影）

図24　 長崎歴史文化博物館本《泰西王
侯図屏風》右隻四扇（図16部分）

図25　 ヤン・コラールト２世　《オーストリア公アルベルトとイサベル・クララ・
エウヘニア》1600年　スペイン国立図書館（部分図：ａ. オーストリア
公アルベルトの紋章、ｂ. 図24部分）
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は
っ
き
り
描
か
れ
る
の
に
対
し
（
図
22 

ｂ
）、
尚
蔵
館
本
で
は
、
そ
の
紋
章
が
排

除
さ
れ
て
い
る
（
図
20 

ｂ
）。

所
蔵
館
の
ご
厚
意
に
よ
り
、
作
品
の
熟
覧
に
加
え
て
、
赤
外
線
画
像
、
蛍
光

画
像
な
ど
も
確
認
し
た
が
、
こ
の
部
分
に
加
筆
修
正
の
痕
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

万
国
絵
図
屏
風
の
制
作
者
は
、
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝
の
ロ
ー
マ
景
観
図
を
写
し

つ
つ
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
直
結
し
た
要
素
を
あ
え
て
描
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と

に
な
る
。
ま
た
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
地
図
で
は
、
ロ
ー
マ
学
院
の
背
後
に
、
頭
に

光
輪
を
つ
け
た
イ
エ
ズ
ス
会
創
立
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
と
修
道
士
た
ち
の
語
り

合
う
姿
が
描
か
れ
る
が
、
こ
れ
も
削
除
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
同
じ
モ

デ
ル
を
利
用
す
る
神
戸
市
立
博
物
館
蔵
の
《
四
都
図
屏
風
》
に
も
指
摘
で
き
る

（
前
出
図
21 

ｂ
）。
ま
た
そ
も
そ
も
、
こ
れ
ら
都
市
景
観
図
で
は
教
会
の
塔
の
頂

部
な
ど
の
十
字
架
も
全
く
描
か
れ
な
い
。

長
崎
の
《
泰
西
王
侯
図
》
の
イ
エ
ズ
ス
会
紋
章
風
の
モ
チ
ー
フ
に
も
注
意
が

必
要
だ
。
ま
ず
、
古
代
ロ
ー
マ
の
甲
冑
を
身
に
つ
け
た
武
人
が
イ
エ
ズ
ス
会
の

紋
章
の
盾
を
持
つ
こ
と
自
体
に
違
和
感
が
あ
る
上
に
、
文
字
が
か
な
り
崩
さ
れ
、

か
つ
、イ
エ
ズ
ス
会
の
紋
章
と
し
て
は
必
須
の
十
字
架
が
削
除
さ
れ
て
い
る（
前

出
図
23
）。
右
隻
四
扇
の
王
の
足
元
に
描
か
れ
た
ア
ル
ベ
ル
ト
の
紋
章
も
同
様

で
、
本
来
な
ら
王
冠
の
上
に
あ
る
べ
き
十
字
架
が
、
長
崎
本
で
は
削
除
さ
れ
て

い
る
（
前
出
図
24
、
25 

ａ
、
ｂ
）。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
関
連
す
る
作
品
を
見
直
す
と
、
モ
デ
ル
に
あ
る
キ
リ
ス

ト
教
的
な
要
素
を
排
除
し
た
表
現
は
他
に
も
数
多
く
見
出
さ
れ
る
。
香
雪
美
術

館
の
《
チ
ュ
ニ
ス
戦
闘
図
（
レ
パ
ン
ト
戦
闘
図
）》
で
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
る

ス
ペ
イ
ン
軍
に
十
字
架
の
モ
チ
ー
フ
は
描
か
れ
ず
、
そ
の
一
方
で
、
オ
ス
マ
ン

帝
国
軍
兵
士
の
盾
に
は
三
日
月
モ
チ
ー
フ
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
26
）。
こ
の
部

分
は
、
古
代
ロ
ー
マ
と
カ
ル
タ
ゴ
が
戦
っ
た
ザ
マ
の
会
戦
を
描
く
コ
ル
ネ
リ

ス
・
コ
ル
ト
の
版
画
（
図
27
）
を
モ
デ
ル
と
す
る
が
、
イ
ス
ラ
ム
教
成
立
以
前

の
歴
史
を
描
く
こ
の
版
画
に
、も
ち
ろ
ん
三
日
月
は
あ
ら
わ
さ
れ
て
い
な
い
。つ

ま
り
戦
闘
図
屏
風
の
絵
師
は
、
モ
デ
ル
の
版
画
に
な
い
三
日
月
を
あ
え
て
描
き

加
え
つ
つ
、
十
字
架
は
描
こ
う
と
し
な
か
っ
た
こ
と
に
な
る
。
さ
ら
に
、
尚
蔵

館
と
神
戸
市
博
の
作
品
に
、
ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
の
モ
デ
ル
に
基
づ
い
て
描
か
れ

る
ア
フ
リ
カ
の
キ
リ
ス
ト
教
国
ア
ビ
シ
ニ
ア
の
王
も
、
モ
デ
ル
に
は
明
確
に
描

図26　 香雪美術館本《チュニス戦闘図（レパント戦闘図）
屏風》より象戦隊戦士の盾（図９部分）
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で
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
操
作
は
一
貫
し
て
お
り
、
か
つ
、
絵
の
か
な
り
の
細

部
に
及
ぶ
。
そ
れ
は
、
作
品
の
構
想
と
制
作
の
場
を
主
導
し
た
者
の
、
明
確
な

意
思
に
よ
る
も
の
と
考
え
る
べ
き
だ
。

ま
た
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
わ
る
要
素
で
は
な
い
が
、
尚
蔵
館
本
の
ポ
ル
ト
ガ

ル
の
地
図
に
も
注
意
す
べ
き
点
が
あ
る
。
先
に
述
べ
た
通
り
、
こ
の
地
図
は
オ

ル
テ
リ
ウ
ス
の
地
図
帳
に
由
来
す
る
。
た
だ
し
こ
の
尚
蔵
館
本
の
ポ
ル
ト
ガ
ル

地
図
に
は
、
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
に
は
な
い
ア
フ
リ
カ
大
陸
ら
し
き
陸
地
が
描
き
こ

ま
れ
て
い
る
（
図
29
）。
し
か
し
そ
の
位
置
は
全
く
不
正
確
だ
。
ア
フ
リ
カ
大
陸

と
近
接
す
る
ジ
ブ
ラ
ル
タ
ル
は
、
こ
の
地
図
に
描
か
れ
る
範
囲
よ
り
ず
っ
と
東

側
（
西
を
下
に
し
た
屏
風
の
地
図
で
は
上
の
方
）
に
あ
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
南
端
近
く

に
こ
の
よ
う
に
大
き
な
陸
地
は
な
く
、
こ
れ
が
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
保
護
を
強
調

す
べ
く
イ
エ
ズ
ス
会
士
の
関
与
の
も
と
で
描
か
れ
た
も
の
な
の
か
、
疑
問
を
抱

か
せ
る
。

で
は
、
オ
ラ
ン
ダ
製
地
図
や
イ
エ
ズ
ス
会
系
の
出
版
物
な
ど
由
来
の
異
な
る

モ
デ
ル
を
随
意
に
組
み
合
わ
せ
つ
つ
、
そ
の
図
像
を
意
図
的
に
改
変
・
操
作
し

た
の
は
、
だ
れ
の
、
ど
の
よ
う
な
意
思
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
か
。
こ
の
こ
と

を
考
え
る
上
で
重
要
な
前
提
と
な
る
の
は
、
作
品
の
制
作
時
期
だ
。
こ
こ
に
見

た
よ
う
な
図
像
の
操
作
は
、
作
品
の
制
作
の
場
を
と
り
ま
く
歴
史
的
な
状
況
と

深
く
関
わ
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
従
来
参
照
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
事
実

も
踏
ま
え
つ
つ
、
次
に
、
こ
の
点
を
検
討
し
た
い
。

か
れ
る
十
字
架
の
モ
チ
ー
フ
が
大
き
く
変
形
さ
れ
、そ
れ
と
識
別
で
き
な
い（
図

28 
ａ
、
ｂ
、
ｃ
）。

以
上
の
と
お
り
、
洋
風
画
屏
風
に
は
確
か
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
に
由
来
す
る
モ

デ
ル
が
活
用
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
利
用
に
あ
た
っ
て
は
、
キ
リ
ス
ト

教
、
そ
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
に
直
結
す
る
要
素
を
排
除
す
る
、
意
図
的
と
思
え
る

操
作
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
絵
師
の
気
ま
ぐ
れ
な
裁
量
に
よ
る
も
の

図27　 コルネリス・コルト（原画ジュリオ・ロマーノ）《ザマの会戦》
1550-78年　ニューヨーク、メトロポリタン美術館
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図29　 ａ. 尚蔵館本《万国絵図屏風》（武装君主騎馬像と都市景観図）に描かれたポルトガル地図、ｂ. ポル
トガル地図（Google map）

図28　 ａ. ブラウ世界地図（図４）より「アビシニアの王」、ｂ. サントリー美術館本《泰西王侯騎馬図》右隻左側の王（図11部分）、  
ｃ. 尚蔵館本《万国絵図屏風》（武装君主騎馬像と都市景観図）右から二つ目の王（図３部分）

©2025 Suntory Museum of Art. All 
Rights Reserved

テキスト
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三
章　

 

三
の
丸
尚
蔵
館
本
お
よ
び 

 

関
連
作
品
の
制
作
時
期
の
上
限

オ
ラ
ン
ダ
製
地
図
を
源
泉
と
し
た
洋
風
画
屏
風
群
の
制
作
時
期
の
上
限
は
、

当
然
な
が
ら
、
モ
デ
ル
と
な
っ
た
地
図
の
製
作
年
が
重
要
な
指
標
と
な
る
。
そ

の
モ
デ
ル
と
は
ま
ず
、
一
六
〇
六
／
〇
七
年
の
ブ
ラ
ウ
版
の
系
統
に
属
す
る
付

属
図
像
付
大
判
壁
掛
け
世
界
地
図
だ
。
一
章
で
述
べ
た
通
り
、
日
本
に
も
た
ら

さ
れ
た
の
は
、
現
存
は
確
認
さ
れ
な
い
も
の
の
、
そ
の
構
成
要
素
の
復
元
が
な

さ
れ
て
い
る
一
六
〇
九
年
の
カ
エ
リ
ウ
ス
改
訂
版
で
あ
っ
た
と
推
測
さ
れ
て
い

る
。
イ
エ
ズ
ス
会
に
よ
る
贈
り
物
と
い
う
観
点
か
ら
洋
風
画
屏
風
を
論
じ
た
井

出
洋
一
郎
は
、
こ
の
一
六
〇
九
年
版
カ
エ
リ
ウ
ス
版
の
持
ち
込
み
の
時
期
の
上

限
を
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
年
）
頃
と
し
つ
つ
、
一
方
で
、
徳
川
幕
府
に
よ
る

厳
し
い
禁
教
令
が
出
さ
れ
た
慶
長
十
九
年
（
一
六
一
四
年
）
を
下
限
と
し
て
、
一

連
の
作
品
の
制
作
時
期
を
想
定
し
た
（
井
出 1994: 15

）
13
（ 

）。
こ
の
想
定
は
、ブ
ラ
ウ

／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
の
世
界
地
図
と
関
係
づ
け
ら
れ
る
他
の
作
品
を
含
め
て
の
制

作
年
代
の
目
安
と
し
て
概
ね
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る
（
塚
原 2011: 205
）。

オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
は
洋
風
画
屏
風
の
主
要
な
モ
デ
ル
と
な
っ
た
こ
と
は

明
ら
か
な
の
で
、
こ
れ
を
年
代
考
証
の
前
提
と
す
る
の
は
当
然
だ
。
し
か
し
な

が
ら
、
繰
り
返
し
述
べ
る
よ
う
に
、
こ
の
一
六
〇
九
年
カ
エ
リ
ウ
ス
改
訂
版
の

現
物
は
こ
れ
ま
で
現
存
が
確
認
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
、
こ
の
カ
エ
リ
ウ
ス
版

に
想
定
さ
れ
る
付
属
図
像
の
み
で
、
尚
蔵
館
本
ほ
か
の
作
品
の
す
べ
て
の
要
素

が
説
明
で
き
る
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
日
本
に
は
お
そ
ら
く
複
数
の
オ
ラ
ン

ダ
製
世
界
地
図
が
持
ち
込
ま
れ
て
い
て
、
そ
れ
ら
を
組
み
合
わ
せ
て
屏
風
の
制

作
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
の
が
合
理
的
だ
が
、
初
期
の
オ
ラ
ン
ダ
製
大
判
世
界

地
図
の
現
存
作
は
、
こ
こ
に
紹
介
し
た
例
か
ら
も
わ
か
る
通
り
、
か
な
り
限
ら

れ
て
い
る
。
今
日
ま
で
に
失
わ
れ
た
未
知
の
作
例
も
あ
り
う
る
以
上
、
現
存
作

の
み
で
屏
風
作
品
群
の
年
代
を
探
る
の
は
難
し
い
。

こ
れ
に
対
し
、
も
う
一
つ
の
重
要
な
指
標
と
な
る
の
は
、
一
六
一
〇
年
に
ア

ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
刊
行
さ
れ
た
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・
デ
・
ロ
ヨ
ラ
伝
挿
絵
集

だ
（
図
30
）。
先
に
確
認
し
た
と
お
り
、
こ
の
挿
絵
集
か
ら
は
三
の
丸
尚
蔵
館

《
万
国
絵
図
屏
風
》
お
よ
び
神
戸
市
博
《
四
都
図
屏
風
》
の
ロ
ー
マ
景
観
図
、そ

し
て
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
《
泰
西
王
侯
図
屏
風
》
の
ラ
ン
タ
ン
の
少
年
の
描

写
な
ど
に
、
図
像
の
借
用
が
認
め
ら
れ
る
。

こ
の
挿
絵
集
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
創
立
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
が
一
六
〇
九
年

七
月
に
列
福
さ
れ
た
の
を
受
け
、
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
の
最
も
重
要
な
伝
記
作
家

で
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
ペ
ド
ロ
・
デ
・
リ
バ
デ
ネ
イ
ラ
に
よ
り
編
纂
さ
れ
た
。

洋
風
画
研
究
の
文
脈
で
は
こ
れ
ま
で
参
照
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
に
思
う
が
、
イ

エ
ズ
ス
会
図
像
の
研
究
者
キ
ャ
サ
リ
ン
・
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
ら
に
よ
る
と
、
収
録

さ
れ
る
挿
絵
は
、
編
者
リ
バ
デ
ネ
イ
ラ
が
一
六
〇
〇
年
頃
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
イ

エ
ズ
ス
会
修
道
院
の
た
め
に
描
か
せ
た
一
五
点
の
絵
画
シ
リ
ー
ズ
を
版
画
化
し

た
も
の
で
あ
っ
た）

14
（

。
こ
の
指
摘
を
踏
ま
え
る
な
ら
、
挿
絵
集
は
す
で
に
流
通
し

て
い
た
他
の
版
画
の
転
用
で
は
な
い
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
そ
の
図
像
の
流
通
は

一
六
一
〇
年
以
前
に
遡
ら
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。
初
版
の
厳
密
な
確
定

が
概
し
て
難
し
い
版
画
資
料
の
年
代
決
定
に
お
い
て
、
こ
の
情
報
は
非
常
に
重
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を
積
極
的
に
行
っ
た
。
そ
の
証
左
と
な
る
の
は
、
一
六
〇
五
〜
〇
六
年
こ
ろ
京

都
下
京
に
建
設
さ
れ
た
大
規
模
な
聖
堂
だ
。
イ
エ
ズ
ス
会
の
「
年
報
」
に
よ
る

と
、
こ
の
教
会
は
「
二
〇
〇
〇
人
」
も
の
信
者
を
収
容
す
る
こ
と
の
で
き
る
大

規
模
な
も
の
で
、
そ
こ
に
は
「
油
彩
画
に
よ
る
最
高
に
美
し
い
祭
壇
衝
立
」
が

あ
っ
た
が
、「
日
本
に
は
陰
影
を
用
い
て
描
く
方
法
が
な
か
っ
た
」
の
で
、人
々

は
「
祭
壇
衝
立
の
絵
を
、
そ
の
完
璧
さ
ゆ
え
に
彫
刻
像
と
見
紛
い
、
大
い
に
驚

い
た
」
と
い
う
。
祭
壇
衝
立
を
飾
っ
た
の
は
キ
リ
ス
ト
昇
天
の
絵
で
、
こ
れ
は

高
さ
が
聖
堂
の
天
井
に
及
ぶ
大
作
で
あ
っ
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
、
聖
堂
の
祭
壇

の
一
つ
に
は
「
わ
れ
ら
が
福
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
の
前
に
主
キ
リ
ス
ト
が
出
現

に
な
り
、『
私
は
あ
な
た
を
ロ
ー
マ
に
導
こ
う
』
と
語
っ
た
場
面
」
が
描
か
れ
て

い
た
（
資
料
１
）。

ガ
ル
シ
ア=

グ
テ
ィ
エ
レ
ス
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
ロ
ー
マ
巡
礼
途
上
の
イ

グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
が
体
験
し
た
こ
の
出
現
の
奇
跡
は
、
列
聖
運
動
の
な
か
で
特
に

強
調
さ
れ
、
概
ね
一
五
八
〇
年
代
以
降
、
ス
ペ
イ
ン
や
そ
の
植
民
地
で
盛
ん
に

図
像
化
さ
れ
た
（García Gutiérrez 2004

）。
奇
跡
の
体
験
は
、
聖
人
た
る
証
明

の
重
要
な
要
素
で
あ
り
、
そ
の
図
像
化
は
列
聖
運
動
の
大
き
な
柱
で
あ
っ
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
遠
く
離
れ
た
京
都
の
教
会
に
描
か
れ
た
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
・

デ
・
ロ
ヨ
ラ
の
奇
跡
の
絵
は
、
こ
の
列
聖
運
動
と
、
そ
れ
に
連
動
し
た
図
像
の

導
入
が
日
本
に
も
及
ん
で
い
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。
だ
と
す
れ
ば
、
イ
グ
ナ

テ
ィ
ウ
ス
の
列
福
を
記
念
す
る
挿
絵
集
の
よ
う
な
出
版
物
が
出
た
な
ら
ば
、
そ

れ
は
直
ち
に
日
本
へ
も
送
ら
れ
た
と
考
え
て
よ
い
だ
ろ
う
。

で
は
、
そ
の
到
着
は
、
最
短
で
い
つ
頃
だ
っ
た
の
か
。
こ
れ
ま
で
も
漠
然
と

要
だ
。
挿
絵
集
が
日
本
に
持
ち
込
ま
れ
た
年
代
は
、
そ
れ
を
源
泉
と
し
て
用
い

た
洋
風
画
屏
風
と
そ
の
関
連
作
品
の
制
作
年
上
限
を
、
よ
り
確
か
に
示
す
も
の

と
な
る
か
ら
だ
。
な
ら
ば
そ
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
な
も
の
だ
っ
た
の
か
。

宣
教
へ
の
統
制
を
緩
め
た
徳
川
政
権
の
も
と
、
イ
エ
ズ
ス
会
は
日
本
に
お
い

て
も
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
列
聖
運
動
に
連
動
し
た
、
図
像
に
よ
る
創
立
者
の
顕
彰

図30　 ペドロ・デ・リバデネイラ『福者イグナティウス・デ・ロヨラの生涯』
扉頁　アントウェルペン、1610（Pedro de Ribadeneyra. Vita beati 
patris Ignatii Loyolae religionis Societatis Iesu... Antwepen, 1610）
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し
た
推
測
は
な
さ
れ
て
き
た
が
、
こ
こ
で
は
当
時
の
具
体
的
な
交
通
状
況
も
ふ

ま
え
て
詳
し
く
検
討
し
て
み
た
い
。

ポ
ル
ト
ガ
ル
国
王
の
保
護
権
下
に
あ
っ
た
イ
エ
ズ
ス
会
が
通
常
利
用
し
た
の

は
、
リ
ス
ボ
ン
か
ら
ゴ
ア
を
繋
い
だ
イ
ン
ド
航
路
だ
。
大
英
図
書
館
な
ど
に
写

し
が
残
る
イ
ン
ド
航
路
の
運
行
記
録
に
よ
る
と
、
一
六
一
〇
年
の
船
団
は
三
月

二
三
日
に
三
隻
で
出
港
し
て
い
る
（M

aldonado 1985: 121-122

）。
イ
グ
ナ
テ
ィ

ウ
ス
の
列
福
は
一
六
〇
九
年
七
月
。
こ
れ
を
受
け
た
挿
絵
集
の
刊
行
が
一
六
一

〇
年
の
何
月
だ
っ
た
の
か
は
不
明
だ
が
、
仮
に
、
一
六
一
〇
年
の
ご
く
早
い
時

期
だ
っ
た
と
想
定
す
る
な
ら
ば
、
船
団
の
出
発
に
間
に
合
っ
た
可
能
性
は
あ
る
。

残
念
な
が
ら
こ
の
年
の
運
行
記
録
に
は
到
着
日
の
記
載
が
な
く
、
正
確
に
は
わ

か
ら
な
い
が
、
イ
ン
ド
航
路
は
三
月
に
出
港
し
、
そ
の
年
の
一
二
月
頃
に
着
く

の
が
通
常
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
で
あ
っ
た
か
ら
、
一
六
一
〇
年
の
末
に
は
イ
ン
ド

に
到
着
し
て
い
た
は
ず
だ
。
こ
の
後
、
マ
ラ
ッ
カ
、
マ
カ
オ
か
ら
日
本
に
向
か

う
こ
と
に
な
る
。

日
欧
交
通
の
専
門
家
で
あ
る
岡
本
良
知
が
注
目
し
た
宣
教
師
ザ
ビ
エ
ル
の
書

簡
に
よ
る
と
、
も
し
日
本
へ
の
宣
教
師
の
輸
送
を
最
優
先
に
、
寄
港
を
糧
食
の

補
給
に
と
ど
め
、
最
重
要
の
貿
易
港
マ
カ
オ
に
も
寄
ら
ず
直
行
す
る
な
ら
、
四

月
の
風
で
ゴ
ア
を
発
っ
た
船
は
四
ヶ
月
の
航
海
で
日
本
に
到
達
可
能
で
あ
っ
た

と
い
う
。
た
だ
こ
れ
は
、
あ
く
ま
で
宣
教
師
の
願
望
で
あ
り
、
実
際
に
は
、
マ

カ
オ
で
船
荷
を
積
み
一
年
風
を
待
つ
こ
と
に
な
っ
て
合
計
一
七
ヶ
月
を
要
し
た

（
岡
本 1974: 208

）。

し
か
し
、こ
う
し
た
通
常
の
交
通
事
情
の
み
な
ら
ず
、ち
ょ
う
ど
こ
の
頃
、マ

カ
オ
か
ら
の
便
に
は
別
の
重
大
な
問
題
が
生
じ
て
い
た
。一
六
一
〇
年
一
月（
慶

長
一
四
年
一
二
月
）
に
長
崎
港
で
起
こ
っ
た
、ポ
ル
ト
ガ
ル
船
ノ
ッ
サ・セ
ニ
ョ
ー

ラ
・
ダ
・
グ
ラ
サ
号
（
マ
ド
レ
・
デ
・
デ
ウ
ス
号
）
襲
撃
・
自
沈
事
件
（
以
下
「
グ

ラ
サ
号
事
件
」）
だ
。
こ
の
事
件
は
、
こ
の
少
し
前
に
マ
カ
オ
で
日
本
人
武
士
が

起
こ
し
た
騒
動
の
余
波
に
よ
り
生
じ
た
日
本
側
と
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
間
の
武
力

衝
突
で
、
事
件
の
結
果
と
し
て
、
マ
カ
オ
か
ら
長
崎
へ
の
定
期
船
は
、
事
件
後

二
年
に
渡
っ
て
欠
航
し
た）

15
（

。
こ
の
こ
と
も
勘
案
す
れ
ば
、
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝

挿
絵
集
が
、
た
と
い
一
六
一
〇
年
の
ご
く
早
い
時
期
に
刊
行
さ
れ
て
同
年
三
月

二
三
日
出
港
の
イ
ン
ド
航
路
便
に
乗
り
、
ゴ
ア
ま
で
無
事
に
届
い
て
一
六
一
一

年
四
月
の
風
で
日
本
に
向
か
っ
た
と
し
て
も
、
そ
の
年
の
う
ち
に
マ
カ
オ
を
経

て
日
本
に
ま
で
達
し
て
い
た
可
能
性
は
非
常
に
低
い
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

じ
つ
は
、
一
六
一
一
年
（
慶
長
一
六
年
）
七
月
に
は
、
貿
易
船
往
来
の
再
開
に

向
け
て
交
渉
す
る
た
め
、
マ
カ
オ
当
局
か
ら
の
使
節
ヌ
ノ
・
デ
・
ソ
ト
マ
ヨ
ル

が
家
康
の
い
る
駿
府
に
派
遣
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、後
で
述
べ
る
よ
う
に
、こ

の
重
要
な
外
交
交
渉
で
イ
エ
ズ
ス
会
は
む
し
ろ
排
除
さ
れ
、
マ
カ
オ
か
ら
の
使

節
も
通
常
の
長
崎
で
は
な
く
、
あ
え
て
鹿
児
島
に
来
航
し
て
島
津
家
に
幕
府
と

の
交
渉
の
取
り
次
ぎ
を
求
め
た（
高
瀬2002: 379-381

）。
こ
う
し
た
状
況
を
考
え

る
な
ら
ば
、
イ
エ
ズ
ス
会
創
立
者
で
あ
る
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
の
伝
記
挿
絵
集
が
、

そ
れ
を
欲
し
て
い
た
に
違
い
な
い
日
本
の
イ
エ
ズ
ス
会
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
は
、

早
く
と
も
一
六
一
二
年
（
慶
長
一
七
年
）、
も
し
挿
絵
集
の
刊
行
が
一
六
一
〇
年

の
ご
く
初
め
の
時
期
で
な
け
れ
ば
、
一
六
一
三
年
（
慶
長
一
八
年
）
以
降
と
み
て

よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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だ
と
す
れ
ば
、
こ
の
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝
挿
絵
集
を
源
泉
と
し
て
含
む
洋
風

画
屏
風
、
す
な
わ
ち
、
三
の
丸
尚
蔵
館
の
《
万
国
絵
図
屏
風
》、
神
戸
市
博
《
四

都
図
屏
風
》
そ
し
て
長
崎
歴
史
文
化
博
物
館
《
泰
西
王
侯
図
屏
風
》
の
制
作
上

限
は
そ
の
一
六
一
二
年
（
慶
長
一
七
年
）、
あ
る
い
は
、
お
そ
ら
く
一
六
一
三
年

（
慶
長
一
八
年
）
ま
で
下
が
る
。
関
連
の
深
い
他
の
作
品
も
当
然
な
が
ら
こ
れ
と

連
動
す
る
。
こ
れ
は
従
来
の
想
定
上
限
一
六
一
〇
年
（
慶
長
一
五
年
）
よ
り
わ
ず

か
に
遅
い
だ
け
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
だ
が
、
作
品
の
制
作
環
境
を
考

え
る
う
え
で
は
、
重
要
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
。
と
い
う
の
も
、
こ
れ
ら
主
要

な
洋
風
画
屏
風
が
制
作
さ
れ
た
の
は
、
グ
ラ
サ
号
事
件
に
よ
り
、
日
本
の
対
外

政
策
と
キ
リ
ス
ト
教
宣
教
に
対
す
る
姿
勢
が
大
き
く
変
化
し
た
後
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
か
ら
だ
。

前
述
の
と
お
り
、
グ
ラ
サ
号
事
件
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
貿
易
船
を
日
本
側
が

攻
撃
し
、
自
沈
さ
せ
た
出
来
事
で
あ
っ
た
。
グ
ラ
サ
号
の
司
令
官
ア
ン
ド
レ
・

ペ
ッ
ソ
ア
は
、
マ
カ
オ
で
の
日
本
人
武
士
の
騒
動
を
鎮
圧
し
た
当
事
者
で
、
こ

れ
が
日
本
側
に
よ
る
ポ
ル
ト
ガ
ル
船
襲
撃
の
背
景
に
あ
っ
た
。
し
か
し
、
マ
カ

オ
側
の
司
令
官
と
と
も
に
そ
の
船
を
自
沈
さ
せ
た
事
件
の
結
果
は
重
大
で
、
そ

れ
ま
で
日
本
の
海
外
貿
易
を
独
占
し
て
き
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
関
係
は
、
こ
れ

を
機
に
極
め
て
不
安
定
な
も
の
と
な
っ
た
。

さ
ら
に
、
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
長
崎
貿
易
に
深
く
関
わ
る
と
と

も
に
通
訳
と
し
て
家
康
の
厚
い
信
頼
を
得
て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ョ
ア
ン
・

ロ
ド
リ
ゲ
ス
が
、
マ
カ
オ
に
追
放
さ
れ
た
。
高
瀬
弘
一
郎
が
指
摘
す
る
と
お
り
、

こ
れ
は
イ
エ
ズ
ス
会
に
と
っ
て
極
め
て
大
き
な
打
撃
で
あ
り
、
先
に
述
べ
た
よ

う
に
、
グ
ラ
サ
号
事
件
後
の
マ
カ
オ
当
局
と
家
康
側
と
の
重
要
な
交
渉
に
、
イ

エ
ズ
ス
会
は
ほ
と
ん
ど
関
与
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た（
高
瀬2002: 376-389

）。
そ

う
し
た
な
か
、
一
六
一
二
年
四
月
（
慶
長
一
七
年
三
月
）
に
は
幕
府
直
轄
領
を
対

象
と
し
た
禁
教
令
、さ
ら
に
一
六
一
四
年
一
月
（
慶
長
一
八
年
一
二
月
）
に
は
、宣

教
師
追
放
を
伴
う
決
定
的
な
禁
教
令
が
発
布
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
キ
リ
ス
ト

教
宣
教
は
そ
の
組
織
的
基
盤
を
喪
失
す
る
。

前
の
章
で
検
討
し
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
の
世
界
地
図
と
そ

の
付
属
図
像
に
由
来
す
る
洋
風
画
屏
風
作
品
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
系
の
図
像
源
泉

で
あ
る
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝
挿
絵
集
に
由
来
す
る
図
像
も
含
む
一
方
で
、
キ
リ

ス
ト
教
や
イ
エ
ズ
ス
会
に
直
結
す
る
要
素
を
意
識
的
に
排
除
す
る
操
作
が
行
な

わ
れ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
こ
こ
に
示
し
た
作
品
制
作
年
の
上
限
と
な
る
時
期
の

前
後
に
生
じ
て
い
た
外
交
環
境
の
変
化
、
さ
ら
に
は
キ
リ
ス
ト
教
禁
令
に
向
け

て
の
動
き
に
よ
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
方
、
こ
の
新
た
な
制
作
年
の
想
定
に
も
と
づ
く
な
ら
ば
、
一
六
一
一
年
一

〇
月
（
慶
長
一
六
年
九
月
）
に
家
康
の
も
と
に
あ
っ
た
と
駿
府
記
に
記
さ
れ
る
世

界
地
図
屏
風
は
、
三
の
丸
尚
蔵
館
所
蔵
の
《
万
国
絵
図
屏
風
》
で
は
な
い
別
の

作
品
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
こ
の
駿
府
記
の
屏
風
が
現

存
の
い
ず
れ
か
の
作
品
に
対
応
す
る
の
か
、
あ
る
い
は
既
に
失
わ
れ
た
の
か
は

直
ち
に
結
論
で
き
な
い
。
た
だ
そ
の
一
方
、
井
出
ら
が
す
で
に
指
摘
す
る
と
お

り
、
尚
蔵
館
本
が
駿
府
の
所
在
を
明
確
に
強
調
し
て
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い

事
実
だ
（
前
出
図
19
）。
尚
蔵
館
本
の
世
界
地
図
屏
風
は
、
駿
府
記
に
記
さ
れ
る

も
の
で
な
い
に
し
て
も
、
家
康
の
身
近
に
あ
っ
た
可
能
性
は
高
い
。
尚
蔵
館
作
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品
が
明
治
の
早
い
時
期
に
皇
居
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
と
い
う
来
歴
も
、
そ
の
可

能
性
を
補
強
す
る
だ
ろ
う
。
だ
と
す
る
と
、
家
康
周
辺
に
は
、
駿
府
記
に
あ
る

特
定
困
難
な
作
品
、
そ
し
て
尚
蔵
館
作
品
と
、
複
数
の
世
界
地
図
屏
風
が
存
在

し
た
こ
と
に
な
る
。

だ
が
そ
れ
は
、
け
っ
し
て
意
外
な
こ
と
で
は
な
い
。
た
ん
な
る
装
飾
で
は
な

く
、
外
交
の
議
論
の
「
資
料
」
と
も
な
る
世
界
地
図
屏
風
の
よ
う
な
作
品
な
ら
、

最
新
の
情
報
素
材
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
あ
る
程
度
頻
繁
に
更
新
す
る
の
は
む

し
ろ
自
然
だ
。
多
く
の
洋
風
画
屏
風
が
、
モ
デ
ル
を
共
有
す
る
ヴ
ァ
リ
ア
ン
ト

で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
な
ら
ば
、
現
存
作
を
か
な
り
上
回
る
数
の
作
品
が
か

つ
て
存
在
し
た
こ
と
も
あ
り
う
る
。
特
に
尚
蔵
館
本
の
場
合
、
そ
の
制
作
が
想

定
さ
れ
る
の
は
、
そ
う
し
た
更
新
の
必
要
性
が
大
い
に
高
ま
っ
た
時
期
で
あ
っ

た
。
グ
ラ
サ
号
事
件
が
発
生
し
た
一
六
一
〇
年
の
前
後
か
ら
数
年
間
は
、
家
康

政
権
を
取
り
巻
く
外
交
上
の
課
題
が
最
も
錯
綜
し
た
時
期
で
あ
り
、
政
権
枢
要

に
あ
っ
た
人
々
は
、
最
新
の
外
国
情
報
を
求
め
て
い
た
。
次
に
こ
の
点
を
詳
し

く
検
討
し
、
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
か
ら
展
開
し
た
洋
風
画
屏
風
の
制
作
環
境

を
明
ら
か
に
し
た
い
。

四
章　

 

家
康
政
権
の
外
交
と
世
界
地
図
屏
風
： 

 

一
六
〇
九
〜
一
五
年
（
慶
長
一
四
〜
二
〇
年
）

一
七
世
紀
初
頭
、
豊
臣
秀
吉
の
没
後
の
日
本
は
、
徳
川
家
康
が
権
力
を
確
立

し
て
い
く
な
か
、
外
交
や
キ
リ
ス
ト
教
政
策
を
め
ぐ
る
新
た
な
動
き
が
め
ま
ぐ

る
し
く
展
開
し
た
時
代
で
あ
っ
た
。
家
康
は
秀
吉
没
後
二
ヶ
月
足
ら
ず
の
一
五

九
八
年
（
慶
長
三
年
）
一
一
月
、ス
ペ
イ
ン
国
王
の
保
護
権
下
に
あ
っ
た
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
の
潜
伏
宣
教
師
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
・
デ
・
ジ
ェ
ズ
ス
を
召
し
出
し
、
ヌ
エ

バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
（
現
在
の
メ
キ
シ
コ
を
中
心
と
す
る
ス
ペ
イ
ン
の
植
民
地
）
と
の

貿
易
や
銀
山
開
発
技
術
の
導
入
に
つ
い
て
の
交
渉
を
行
っ
た）

16
（

。
ま
た
、
一
六
〇

〇
年
（
慶
長
五
年
）
に
は
、マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
か
ら
太
平
洋
を
渡
っ
た
後
に
難
破
し
、

豊
後
国
臼
杵
に
漂
着
し
た
オ
ラ
ン
ダ
船
の
イ
ギ
リ
ス
人
航
海
士
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

ア
ダ
ム
ス
ら
を
大
坂
城
に
召
し
出
し
、
み
ず
か
ら
引
見
し
た
。
こ
う
し
た
家
康

政
権
の
外
交
が
最
も
活
発
に
展
開
し
た
の
が
、
一
六
〇
九
年
（
慶
長
一
四
年
）
か

ら
、
大
坂
の
陣
が
起
こ
る
一
六
一
五
年
（
慶
長
二
〇
年
）
に
か
け
て
の
時
期
で

あ
っ
た
。
グ
ラ
サ
号
事
件
も
そ
の
過
程
の
な
か
で
生
じ
た
。

新
た
な
動
き
は
、
グ
ラ
サ
号
事
件
の
数
ヶ
月
前
に
始
ま
っ
て
い
た
。
一
六
〇

九
年
（
慶
長
一
四
年
）
八
月
、
初
め
て
の
オ
ラ
ン
ダ
東
イ
ン
ド
会
社
使
節
が
駿
府

を
訪
問
し
、
共
和
国
総
督
オ
ラ
ニ
エ
公
マ
ウ
リ
ッ
ツ
か
ら
の
国
書
と
贈
り
物
を

家
康
に
献
呈
し
た
（
金
井 1986: 30-31, 93-121

）。
後
に
日
本
貿
易
を
独
占
す
る

こ
と
に
な
る
オ
ラ
ン
ダ
と
の
交
渉
は
こ
の
時
に
始
ま
る
。

家
康
は
オ
ラ
ン
ダ
船
の
来
航
を
知
る
と
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
に
み
ず

か
ら
の
書
簡
を
持
た
せ
、
船
の
い
る
平
戸
に
送
っ
た
。
よ
く
知
ら
れ
る
と
お
り

ア
ダ
ム
ス
は
、
大
坂
城
で
謁
見
の
後
、
家
康
に
召
し
抱
え
ら
れ
、
政
権
の
外
交

に
深
く
関
わ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
た
。
こ
の
時
の
ア
ダ
ム
ス
は
、
す
で
に
駿
府

に
発
っ
た
使
節
と
入
れ
違
い
に
な
る
が
、
家
康
へ
の
謁
見
を
終
え
た
使
節
と
牛

窓
（
岡
山
）
で
会
い
、
親
し
く
情
報
を
交
換
し
た
よ
う
だ）

17
（

。
さ
ら
に
オ
ラ
ン
ダ

の
使
節
は
、
グ
ラ
サ
号
事
件
を
挟
ん
だ
後
の
一
六
一
一
年
（
慶
長
一
六
年
）
八
月
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に
も
駿
府
を
訪
れ
る
。
こ
の
第
二
回
の
使
節
を
務
め
た
の
は
、
す
で
に
平
戸
に

開
設
さ
れ
て
い
た
オ
ラ
ン
ダ
商
館
の
長
ヤ
ッ
ク
ス・ス
ペ
ッ
ク
ス
で
あ
っ
た
。ア

ダ
ム
ス
に
伴
わ
れ
て
家
康
に
謁
見
し
た
彼
は
、
日
本
に
お
け
る
オ
ラ
ン
ダ
の
交

易
活
動
の
許
可
を
更
新
す
る
よ
う
願
う
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
を
敵
視
す
る
ポ

ル
ト
ガ
ル
や
ス
ペ
イ
ン
に
対
す
る
牽
制
も
試
み
た（
金
井 1986: 32-33; 

ク
レ
イ
ン

ス 2021: 186-191
）。

じ
つ
は
こ
の
同
じ
時
期
、
駿
府
に
は
、
グ
ラ
サ
号
事
件
処
理
の
た
め
マ
カ
オ

か
ら
派
遣
さ
れ
た
前
述
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
ヌ
ノ
・
デ
・
ソ
ト
マ
ヨ
ル
も
滞
在

し
て
い
た
。
だ
が
、
こ
の
時
の
家
康
の
対
応
は
、
オ
ラ
ン
ダ
に
対
し
て
好
意
的

で
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
に
対
し
て
は
い
た
っ
て
冷
淡
で
あ
っ
た
と
い
う）

18
（

。 

他
方
、
初
め
て
の
オ
ラ
ン
ダ
使
節
の
駿
府
来
訪
の
約
二
ヶ
月
後
、
グ
ラ
サ
号

事
件
の
お
よ
そ
三
ヶ
月
前
の
一
六
〇
九
年
（
慶
長
一
四
年
）
九
月
に
は
、
ス
ペ
イ

ン
植
民
地
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
ス
（
フ
ィ
リ
ピ
ン
）
の
臨
時
総
督
で
あ
っ
た
ロ
ド
リ

ゴ
・
ビ
ベ
ロ
が
、
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
（
メ
キ
シ
コ
）
へ
の
帰
路
に
難
破
し
、

上
総
国
に
漂
着
す
る
と
い
う
事
件
も
起
こ
っ
て
い
た
。
家
康
は
こ
の
偶
然
の
機

会
を
利
用
し
、
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
と
の
通
商
開
始
と
、
日
本
国
内
の
銀

山
開
発
へ
の
ス
ペ
イ
ン
側
の
協
力
を
主
な
目
的
に
、
積
極
的
な
交
渉
を
試
み
た）

19
（

。

前
述
の
潜
伏
宣
教
師
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
と
の
接
触
を
機
に
始
ま
っ
た
も
の
の
、
目

立
っ
た
進
捗
の
な
か
っ
た
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
ス
、
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
、
お

よ
び
ス
ペ
イ
ン
本
国
と
の
外
交
は
こ
う
し
て
新
た
な
展
開
を
み
る
こ
と
に
な
る
。

一
六
一
一
年
（
慶
長
一
六
年
）
六
月
に
は
、
ビ
ベ
ロ
へ
の
援
助
に
対
す
る
答
礼
使

節
と
し
て
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
副
王
が
派
遣
し
た
セ
バ
ス
テ
ィ
ア
ン
・
ビ

ス
カ
イ
ノ
が
浦
賀
に
到
着
し
、翌
年
ま
で
滞
在
し
た
（Gil 1991: 268-383 ﹇
ヒ
ル: 

277-403

﹈）。
ビ
ス
カ
イ
ノ
は
浦
賀
到
着
翌
月
の
七
月
に
駿
府
を
訪
れ
、
家
康
に

謁
見
す
る
と
と
も
に
、
駿
府
に
お
け
る
政
務
の
統
括
者
で
あ
っ
た
本
多
正
純
や

外
交
・
通
商
を
担
っ
た
後
藤
庄
三
郎
と
交
渉
を
進
め
た
。
先
に
触
れ
た
オ
ラ
ン

ダ
使
節
ス
ペ
ッ
ク
ス
や
、
マ
カ
オ
か
ら
の
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
ソ
ト
マ
ヨ
ル
と
家

康
訪
問
は
、
こ
の
翌
月
の
八
月
の
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
、オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
初
の
使
節
が
や
っ
て
来
た
一
六
〇
九
年（
慶

長
一
四
年
）
夏
以
降
、
時
系
列
で
い
う
な
ら
ば
、
ビ
ベ
ロ
の
漂
着
、
グ
ラ
サ
号
事

件
が
立
て
続
け
に
起
こ
り
、
と
り
わ
け
一
六
一
一
年
（
慶
長
一
六
年
）
の
夏
、
七

月
か
ら
八
月
に
か
け
て
は
、
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
、
オ

ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
使
節
が
ほ
ぼ
同
時
に
次
々
と
駿
府
へ
や
っ
て
き
た
と

い
う
こ
と
に
な
る
。
家
康
政
権
は
ま
さ
に
、
錯
綜
し
た
外
交
上
の
課
題
に
直
面

し
て
い
た
。
使
節
を
送
っ
て
き
た
ば
か
り
の
新
た
な
交
渉
相
手
オ
ラ
ン
ダ
と
ど

う
向
き
合
う
の
か
。
グ
ラ
サ
号
事
件
に
よ
り
関
係
が
悪
化
し
た
、
従
来
の
独
占

的
な
貿
易
相
手
ポ
ル
ト
ガ
ル
と
の
関
係
を
ど
う
処
理
す
る
の
か
。そ
の
一
方
、家

康
自
身
が
関
係
を
望
ん
だ
も
の
の
、
オ
ラ
ン
ダ
と
敵
対
す
る
ス
ペ
イ
ン
と
ど
う

交
渉
す
る
の
か
。
ビ
ス
カ
イ
ノ
の
航
海
記
に
よ
れ
ば
、
こ
の
時
彼
が
ス
ペ
イ
ン

側
か
ら
通
商
開
始
の
前
提
と
し
て
提
示
し
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
と
の
関
係
途
絶

で
あ
っ
た
（Gil 1991: 343 ﹇
ヒ
ル 2000: 357

﹈）。
こ
の
よ
う
に
外
交
上
の
課
題
が

相
互
に
絡
み
合
う
複
雑
な
状
況
の
な
か
、
駿
府
の
家
康
が
、
外
交
交
渉
の
実
務

を
担
う
近
臣
後
藤
庄
三
郎
と
長
崎
奉
行
長
谷
川
左
兵
衛
を
召
し
出
し
て
、
直
々

に
「
異
域
國
々
之
御
沙
汰
」
を
な
す
べ
く
開
催
し
た
の
が
、
使
節
訪
問
が
特
に
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集
中
し
た
一
六
一
一
年
夏
の
直
後
、一
〇
月
二
五
日
（
慶
長
一
六
年
九
月
二
〇
日
）

の
会
議
で
あ
っ
た
。こ
の
家
康
御
前
の
会
議
に
あ
っ
た
と
駿
府
記
の
伝
え
る「
南

蛮
世
界
図
屏
風
」
は
、そ
の
重
要
な
場
で
用
い
ら
れ
た
実
質
的
な
「
資
料
」
だ
っ

た
の
だ
。

す
で
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
現
存
し
な
い
可
能
性
の
高
い
こ
の
駿
府
記
記
載

の
屏
風
は
、
一
六
一
二
年
な
い
し
一
三
年
以
降
の
制
作
と
考
え
ら
れ
る
尚
蔵
館

本
と
は
別
の
も
の
だ
。
逆
に
い
え
ば
、
尚
蔵
館
本
は
こ
の
よ
う
に
急
激
に
展
開

す
る
状
況
の
な
か
、
家
康
政
権
が
世
界
に
つ
い
て
の
、
よ
り
新
し
く
正
確
な
情

報
を
必
要
を
満
た
す
た
め
新
た
に
制
作
さ
れ
た
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ
ろ

う
か
。

そ
れ
は
、
す
で
に
キ
リ
ス
ト
教
に
対
す
る
厳
し
い
姿
勢
が
明
確
に
な
り
、
決

定
的
な
禁
教
令
の
発
布
が
視
野
に
入
っ
た
時
期
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は

そ
の
発
布
後
で
あ
っ
た
。
そ
う
し
た
時
期
に
制
作
さ
れ
た
の
な
ら
、
キ
リ
ス
ト

教
や
イ
エ
ズ
ス
会
に
関
わ
る
図
像
的
な
要
素
は
、
当
然
屏
風
か
ら
慎
重
に
排
除

さ
れ
た
で
あ
ろ
う
。
現
存
す
る
尚
蔵
館
本
《
万
国
絵
図
屏
風
》
の
一
双
や
そ
の

関
連
作
品
に
お
け
る
、
キ
リ
ス
ト
教
的
・
イ
エ
ズ
ス
会
的
要
素
の
排
除
と
い
う
、

二
章
で
検
討
し
た
図
像
上
の
操
作
は
、
ま
さ
に
こ
れ
を
裏
付
け
る
も
の
で
は
な

か
ろ
う
か
。

興
味
深
い
こ
と
に
、
尚
蔵
館
本
の
都
市
景
観
図
に
描
か
れ
た
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル

ペ
ン
の
部
分
を
よ
く
見
る
と
、
う
っ
す
ら
と
透
け
て
見
え
る
下
絵
に
、
完
成
作

に
は
な
い
十
字
架
を
い
た
だ
く
塔
が
描
か
れ
て
い
る
（
図
31
）。
こ
れ
は
赤
外
線

画
像
を
み
る
と
よ
り
鮮
明
だ
（
図
32
）。
い
さ
さ
か
想
像
が
過
ぎ
る
か
も
し
れ
な

い
が
、
こ
の
修
正
は
、
下
絵
の
着
手
当
初
に
は
可
能
で
あ
っ
た
キ
リ
ス
ト
教
に

関
わ
る
描
写
が
、
制
作
途
中
で
許
容
さ
れ
な
く
な
っ
た
こ
と
を
示
す
よ
う
に
み

え
る
。
そ
れ
は
、
想
定
さ
れ
る
制
作
時
期
の
前
後
の
、
急
速
に
展
開
す
る
情
勢

に
対
応
す
る
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

ま
た
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
の
地
図
が
尚
蔵
館
本
都
市
図
の
な
か
に
挿
入
さ
れ
て
い

た
の
も
、
む
し
ろ
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
理
解
で
き
る
よ
う
に
思
う
。
地
理
上

の
認
識
の
初
歩
的
な
誤
り
さ
え
含
む
こ
の
地
図
の
い
さ
さ
か
唐
突
な
挿
入
は
、

イ
エ
ズ
ス
会
側
に
よ
る
も
の
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
グ
ラ
サ
号
事
件
に
続
く
軋

轢
に
よ
り
、
そ
の
関
係
を
見
直
し
つ
つ
あ
っ
た
日
本
側
の
関
心
を
投
影
し
た
も

の
と
考
え
る
べ
き
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
こ
の
こ
と
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
本
拠

地
で
あ
る
ロ
ー
マ
の
景
観
図
を
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
紋
章
な
ど
を
慎
重
に
消
去
し

た
う
え
で
組
み
込
ん
だ
こ
と
と
も
よ
く
符
合
す
る
。
ポ
ル
ト
ガ
ル
地
図
や
ロ
ー

マ
景
観
図
の
挿
入
は
、
そ
れ
を
描
か
せ
た
主
体
が
、
そ
の
国
や
都
市
と
の
関
係

を
誇
示
し
よ
う
と
し
た
も
の
と
は
限
ら
な
い
。

こ
れ
ま
で
の
研
究
に
お
い
て
、
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
と
そ
の
付
属
図
像
に

由
来
す
る
世
俗
の
洋
風
画
屏
風
は
、
屏
風
の
か
た
ち
に
整
え
ら
れ
た
う
え
で
イ

エ
ズ
ス
会
か
ら
家
康
や
そ
の
周
辺
の
大
名
ら
に
贈
り
物
と
し
て
献
呈
さ
れ
た
も

の
と
想
定
さ
れ
て
き
た
。
確
か
に
、
図
像
の
源
泉
と
な
っ
た
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界

地
図
は
市
販
品
で
あ
り
、
イ
エ
ズ
ス
会
も
ま
た
い
ず
こ
か
で
入
手
す
る
こ
と
が

で
き
た
だ
ろ
う
。
ま
た
周
知
の
通
り
イ
エ
ズ
ス
会
に
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
の

様
式
と
技
法
を
も
と
づ
く
絵
画
制
作
を
行
う
工
房
が
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
の
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図31　 尚蔵館本《万国絵図屏風》（武装君主騎馬像と都市景観図）より「アントウェ
ルペン」（図３部分・六扇最下段）　下絵の塔の十字架がうっすらと透けてい
る（所蔵館の許諾により筆者撮影）

図32　 尚蔵館本《万国絵図屏風》（武装君主騎馬像と都市景観図）より「アントウェ
ルペン」赤外線反射撮影画像（画像：皇居三の丸尚蔵館）この画像には、一
章で触れた別構想の絵の下絵の一部をなす人物像（ウィテリウス帝の像の基
壇の装飾）とともに、アントウェルペンの景観図のための下絵が重なって見
えている。十字架は、アントウェルペン景観の下絵の一部。
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工
房
は
キ
リ
ス
ト
教
図
像
の
聖
像
を
反
復
的
に
制
作
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

組
織
で
あ
っ
た
。
そ
の
よ
う
な
場
所
で
、
世
俗
主
題
の
絵
を
、
屏
風
と
い
う
形

式
で
制
作
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
。
そ
も
そ
も
、
日
本
の
外
と
直
接
の
接
点

を
も
つ
彼
ら
が
、
も
し
最
新
の
世
界
地
図
を
入
手
し
て
い
た
と
す
れ
ば
、
む
し

ろ
そ
れ
を
そ
の
ま
ま
渡
す
方
が
贈
り
物
と
し
て
効
果
的
だ
っ
た
の
で
は
な
い
だ

ろ
う
か
。
ア
ジ
ア
の
イ
エ
ズ
ス
会
の
宣
教
を
統
括
す
る
巡
察
使
と
し
て
日
本
に

や
っ
て
来
た
ア
レ
ッ
サ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
は
次
の
よ
う
に
書
き
残
し

て
い
る
。「（
日
本
の
殿
た
ち
が
）
わ
れ
わ
れ
に
注
文
す
る
の
は
、
聖
像
、
数
珠
玉
、

す
な
わ
ち
ロ
ザ
リ
オ
で
あ
る
。
日
本
人
は
皆
一
致
、
賛
同
し
て
、
そ
れ
ら
の
も

の
で
日
本
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
に
は
ほ
と
ん
ど
な
ん
ら
の
価
値
を
認
め
ず
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
ロ
ー
マ
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
を
非
常
に
欲
し
が
り
熱
望
す
る）

20
（

」。

こ
こ
で
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
が
語
る
の
は
聖
像・聖
具
の
例
だ
が
、日
本
人
の
「
舶

来
品
」
志
向
は
明
ら
で
、
か
つ
イ
エ
ズ
ス
会
も
そ
の
こ
と
を
十
分
に
理
解
し
て

い
た
。

他
方
、
こ
れ
ま
で
の
洋
風
画
屏
風
に
つ
い
て
の
議
論
の
な
か
で
、
必
ず
し
も

十
分
に
論
じ
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
の
は
日
本
側
の
当
事
者
性
だ
。
最
新
の
世
界

地
図
や
そ
れ
に
付
随
す
る
地
誌
的
情
報
が
国
外
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
に
せ
よ
、

そ
れ
を
「
屏
風
」
と
い
う
媒
体
に
再
構
築
す
る
の
は
一
つ
の
創
意
あ
る
企
て
だ
。

オ
ラ
ン
ダ
製
の
大
判
世
界
地
図
は
幅
が
二
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
に
及
ぶ
も
の
で
、
通

常
は
壁
に
掛
け
て
用
い
る
。
明
ら
か
に
こ
れ
は
日
本
の
建
築
空
間
に
は
不
向
き

で
あ
り
、
御
殿
な
ど
の
広
間
に
持
ち
込
も
う
す
る
な
ら
ば
、
そ
れ
に
適
し
た
画

面
形
式
に
改
め
る
必
要
が
あ
る
。
こ
う
し
た
こ
と
を
着
想
し
た
の
は
日
本
側
で

あ
っ
た
と
考
え
る
の
が
、
む
し
ろ
自
然
で
は
な
か
ろ
う
か
。

こ
の
点
を
踏
ま
え
、
改
め
て
一
六
〇
九
年
（
慶
長
一
四
年
）
か
ら
一
六
一
五
年

（
慶
長
二
〇
年
）
頃
、
尚
蔵
館
本
ほ
か
作
品
の
制
作
時
期
上
限
を
含
む
数
年
の
状

況
を
見
直
し
て
み
た
い
。
そ
こ
か
ら
は
、
家
康
政
権
の
周
辺
に
、
世
界
地
図
の

屏
風
を
制
作
す
る
た
め
の
素
材
が
蓄
積
さ
れ
た
に
違
い
な
い
こ
と
、そ
し
て
、そ

れ
を
活
用
し
よ
う
と
す
る
意
思
の
主
体
が
存
在
し
た
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
。

五
章　
家
康
近
臣
と
世
界
地
図
屏
風
の
構
想

家
康
政
権
と
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
に
由
来
す
る
屏
風
の
関
係
を
考
え
る
う

え
で
、ま
ず
注
目
す
べ
き
は
ウ
ィ
リ
ア
ム・ア
ダ
ム
ス
だ
。
前
述
の
と
お
り
、一

六
〇
〇
年
（
慶
長
五
年
）、
日
本
に
漂
着
し
た
ア
ダ
ム
ス
は
、
大
坂
城
に
い
た
家

康
の
も
と
に
召
し
出
さ
れ
た
。こ
の
と
き
家
康
は
彼
ら
を
み
ず
か
ら
尋
問
し
、夜

半
に
至
る
ま
で
熱
心
に
彼
ら
の
語
る
こ
と
に
耳
を
傾
け
た
と
い
う
。
こ
の
時
の

様
子
は
、ア
ダ
ム
ス
が
後
に
妻
に
宛
て
た
手
紙
の
な
か
に
詳
し
く
語
ら
れ
る
。こ

れ
に
よ
る
と
彼
は
、
所
持
し
て
い
た
「
世
界
の
海
図 a chart of the w

hole 

w
orld

」
を
家
康
の
面
前
に
披
露
し
て
、
マ
ゼ
ラ
ン
海
峡
か
ら
太
平
洋
を
渡
っ

て
日
本
に
ま
で
や
っ
て
き
た
彼
ら
の
航
海
に
つ
い
て
説
明
し
た
。
し
か
し
家
康

は
こ
れ
を
に
わ
か
に
は
信
じ
ず
、
質
問
を
重
ね
た
と
い
う）

21
（

。
こ
の
こ
と
は
、
家

康
が
す
で
に
世
界
の
地
理
に
つ
い
て
一
定
の
知
識
を
も
っ
て
い
た
だ
け
で
な
く
、

新
た
な
情
報
に
強
い
関
心
を
抱
い
て
い
た
こ
と
を
う
か
が
わ
せ
る
。
そ
の
う
え

で
ア
ダ
ム
ス
を
家
臣
と
し
て
召
し
抱
え
た
家
康
は
、
少
な
く
と
も
、
オ
ラ
ン
ダ

船
団
の
航
海
士
で
あ
っ
た
彼
が
持
参
し
た
、
お
そ
ら
く
は
当
時
最
新
の
世
界
の



135

海
図
を
、
そ
れ
を
判
読
可
能
な
人
材
と
と
も
に
既
に
手
に
入
れ
た
、
と
い
う
こ

と
に
な
る
。

だ
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
家
康
の
家
臣
と
な
っ
た
ア
ダ
ム
ス
は
、
イ
ギ
リ

ス
東
イ
ン
ド
会
社
に
宛
て
た
一
六
一
三
年
（
慶
長
一
八
年
）
の
書
簡
で
、「
日
本

人
は
、
羅
針
盤
、
砂
時
計
、
地
球
儀
、
そ
し
て
全
世
界
を
網
羅
し
た
海
図
や
地

図
（soum

 cardes [charts?] or m
apes, contayninge the w

holl w
orld

）
を
欲
し

が
る
」
と
伝
え
、
さ
ら
な
る
情
報
媒
体
の
入
手
を
試
み
た
（Farrington 1991: 

108. 

括
弧
書
き
の
註
も Farrington
に
よ
る
）。
こ
こ
で
ア
ダ
ム
ス
が
い
う
「
日
本

人
」
と
は
、
家
康
と
そ
の
政
権
の
中
枢
に
い
た
人
々
の
こ
と
と
考
え
て
間
違
い

な
い
だ
ろ
う
。

ア
ダ
ム
ス
は
ま
た
、
前
述
の
と
お
り
、
一
六
〇
九
年
（
慶
長
一
四
年
）
と
一
六

一
一
年
（
慶
長
一
六
年
）
の
オ
ラ
ン
ダ
使
節
へ
の
対
応
に
も
深
く
関
わ
っ
た
。
オ

ラ
ン
ダ
の
使
節
は
、
連
絡
役
を
務
め
た
ア
ダ
ム
ス
か
ら
、
家
康
と
そ
の
政
権
の

中
枢
で
外
交
に
関
わ
る
家
臣
た
ち
が
、
何
を
欲
し
て
い
る
の
か
を
当
然
聞
か
さ

れ
た
は
ず
だ
。
し
か
も
こ
の
時
期
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
往
来
は
活
発
で
あ
っ
た
。

こ
の
一
六
〇
九
年
（
慶
長
一
四
年
）
と
一
六
一
一
年
（
慶
長
一
六
年
）
に
加
え
、一

六
一
二
年
（
慶
長
一
七
年
）
と
一
六
一
四
年
（
慶
長
一
九
年
）
の
秋
に
も
、オ
ラ
ン

ダ
使
節
は
駿
府
の
家
康
の
も
と
を
訪
れ
、
そ
の
引
見
を
受
け
て
い
る）

22
（

。

他
方
、イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
か
ら
も
、一
六
一
三
年
（
慶
長
一
八
年
）、国

王
ジ
ェ
イ
ム
ズ
一
世
の
国
書
を
封
じ
た
初
の
使
節
ジ
ョ
ン
・
セ
イ
リ
ス
が
派
遣

さ
れ
、
外
交
・
通
商
の
関
係
が
始
ま
っ
た
（
金
井 1986: 33 

）。
前
述
の
ア
ダ
ム

ス
か
ら
イ
ギ
リ
ス
東
イ
ン
ド
会
社
宛
の
書
簡
は
こ
の
こ
ろ
に
書
か
れ
た
も
の
だ

が
、
地
図
・
海
図
を
日
本
側
が
求
め
て
い
る
と
い
う
情
報
は
イ
ギ
リ
ス
に
も
共

有
さ
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。

ま
た
ス
ペ
イ
ン
も
、こ
う
し
た
日
本
側
の
関
心
を
承
知
し
て
い
た
よ
う
だ
。注

目
さ
れ
る
の
は
、
先
に
触
れ
た
ビ
ス
カ
イ
ノ
の
訪
問
の
後
、
一
六
一
五
年
（
慶

長
二
〇
年
）
六
月
、ス
ペ
イ
ン
本
国
か
ら
や
っ
て
き
た
使
節
が
携
行
し
た
贈
り
物

だ
。
こ
の
時
の
日
本
側
へ
の
贈
り
物
に
つ
い
て
の
第
一
案
、
お
よ
び
最
終
案
の

メ
モ
が
、
ス
ペ
イ
ン
に
残
さ
れ
て
い
る
（
資
料
２
、
３
）。
こ
の
使
節
の
到
着
は
、

一
六
一
四
年
一
月
（
慶
長
一
八
年
一
二
月
）
の
厳
し
い
禁
教
令
が
発
布
さ
れ
た
後
、

宣
教
を
重
視
す
る
ス
ペ
イ
ン
と
の
交
渉
を
家
康
が
す
で
に
断
念
し
て
い
た
時
期

で
あ
っ
た
た
め
、
ス
ペ
イ
ン
人
た
ち
は
極
め
て
冷
淡
な
対
応
と
と
も
に
半
ば
追

い
返
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
贈
り
物
の
リ
ス
ト
に
は
注
目
す
べ
き

も
の
が
含
ま
れ
て
い
る
。

一
つ
は
地
図
だ
。
贈
り
物
最
終
案
の
四
番
目
の
項
目
に
は
、「
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル

ペ
ン
製
の
大
判
地
図
一
〇
点
」
と
の
記
述
が
み
え
る
。
こ
れ
は
お
そ
ら
く
世
界

地
図
で
あ
ろ
う
。
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
は
ス
ペ
イ
ン
領
フ
ラ
ン
ド
ル
の
都
市
で
、

ア
ブ
ラ
ハ
ム
・
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
が
一
五
七
〇
年
に
初
の
世
界
地
図
帳
と
さ
れ
る

『
世
界
の
舞
台 T

heatrum
 Orbis T

errarum

』
を
刊
行
し
た
こ
と
で
知
ら

れ
る
。
一
六
世
紀
末
年
以
降
、
多
く
の
地
図
業
者
は
実
質
的
独
立
を
果
た
し
た

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
り
住
ん
だ
も
の
の
、
地
図
制
作
は
続
い
て

い
た
（K

oem
an, Schilder, V

an Egm
ond, and V

an der K
rogt 2007: 1304-

1305

）。
ス
ペ
イ
ン
は
こ
こ
で
大
判
の
世
界
地
図
を
入
手
し
、
日
本
へ
の
贈
り
物

と
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
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ま
た
、
こ
の
リ
ス
ト
の
二
項
目
に
あ
る
「
皇
帝
た
ち
、
皇
妃
た
ち
の
大
き
な

額
装
の
絵
、一
二
点
」
も
注
目
に
値
す
る
。
そ
の
記
述
は
簡
潔
で
、「
皇
帝
」
が

だ
れ
を
指
す
の
か
は
不
明
だ
が
、
こ
の
最
終
案
の
前
に
検
討
さ
れ
た
第
一
案
に

は
、「
ロ
ー
マ
皇
帝
、
お
よ
び
諸
国
の
人
々
の
、
絵
筆
に
よ
る
肖
像
画
（
複
数
）」

が
候
補
に
挙
げ
ら
れ
て
お
り
、
各
国
の
王
侯
像
を
贈
る
こ
と
が
検
討
さ
れ
て
い

た
。
そ
こ
か
ら
類
推
す
る
と
、
最
終
案
の
「
皇
帝
」
と
「
皇
妃
」
の
像
も
そ
れ

に
似
た
も
の
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
地
図
屏
風
に
付
随
す
る
、
あ
る
い
は
独

立
し
て
描
か
れ
た
洋
風
画
王
侯
像
は
、
ブ
ラ
ウ
／
カ
エ
リ
ウ
ス
系
の
世
界
地
図

と
ス
ト
ラ
ダ
ヌ
ス
の
《
ロ
ー
マ
皇
帝
図
集
》
が
図
像
源
と
し
て
確
定
し
て
い
る

が
、
そ
れ
に
類
す
る
画
像
が
、
別
の
か
た
ち
で
家
康
の
も
と
に
も
た
ら
さ
れ
て

い
た
こ
と
は
重
要
だ
。
一
章
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
武
装
君
主
像
は
騎
馬
像
の

み
な
ら
ず
、
長
崎
の
《
泰
西
王
侯
像
》
の
よ
う
な
立
像
も
数
多
く
制
作
さ
れ
て

お
り
、
そ
の
背
後
に
は
オ
ラ
ン
ダ
製
地
図
以
外
の
モ
デ
ル
の
存
在
も
想
定
さ
れ

る
か
ら
だ
。

た
だ
い
ず
れ
に
せ
よ
、
一
七
世
紀
初
頭
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
で
刊
行
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
付
属
図
像
付
き
大
判
世
界
地
図
を
最
も
容
易
に
入
手
で
き
る
オ

ラ
ン
ダ
の
使
節
が
、駿
府
の
家
康
の
も
と
を
繰
り
返
し
訪
れ
て
い
た
こ
と
は
、何

よ
り
も
注
目
す
べ
き
事
実
だ
。
交
渉
相
手
で
あ
る
家
康
が
最
新
の
世
界
地
図
を

欲
し
て
い
る
こ
と
を
知
っ
て
い
た
に
違
い
な
い
彼
ら
が
、
手
近
に
入
手
し
う
る

そ
の
贈
り
物
を
持
参
し
な
か
っ
た
は
ず
は
な
い
だ
ろ
う
。
そ
の
比
較
的
安
価
な

贈
り
物
は
記
録
に
残
る
こ
と
も
な
く
、
ま
た
、
少
な
か
ら
ぬ
数
も
た
ら
さ
れ
た

可
能
性
が
高
い
。
洋
風
画
屏
風
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
世
界
地
図
が
一
六
〇
九
年

の
カ
エ
リ
ア
ス
版
に
と
ど
ま
ら
な
い
こ
と
は
一
章
で
述
べ
た
が
、
駿
府
の
家
康

の
も
と
で
、
複
数
の
モ
デ
ル
の
入
手
は
そ
れ
ほ
ど
難
し
く
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

で
は
、
こ
う
し
て
蓄
積
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
世
界
地
図
を
い
か
に
利
用
す

る
か
に
つ
い
て
、
意
思
決
定
の
主
役
と
な
っ
た
の
は
だ
れ
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で

再
び
注
目
さ
れ
る
の
は
、
繰
り
返
し
触
れ
て
い
る
駿
府
記
、
慶
長
一
六
年
九
月

二
〇
日
（
一
六
一
一
年
一
〇
月
二
五
日
）
の
記
述
だ
。
こ
こ
に
名
前
の
挙
が
る
二

人
、
後
藤
庄
三
郎
と
長
谷
川
左
兵
衛
こ
そ
、
屏
風
の
上
に
再
構
築
さ
れ
た
世
界

の
地
理
・
地
誌
情
報
を
議
論
の
場
で
必
要
と
し
、
か
つ
、
現
に
利
用
し
た
当
事

者
で
あ
っ
た
。
彼
ら
は
い
ず
れ
も
、
徳
川
家
康
の
ご
く
側
近
に
あ
っ
て
、
各
国

と
の
外
交
・
通
商
交
渉
の
枢
要
を
差
配
し
た
人
物
で
あ
っ
た
。

後
藤
庄
三
郎
光
次
は
、
茶
屋
家
、
角
倉
家
と
と
も
に
「
京
の
三
長
者
」
と
呼

ば
れ
た
後
藤
家
の
手
代
か
ら
取
り
立
て
ら
れ
、
家
康
の
側
近
と
な
っ
た
。
後
藤

家
は
、
大
判
金
の
作
製
や
金
工
を
生
業
と
す
る
も
の
で
、
庄
三
郎
は
、
彫
金
・

貨
幣
鋳
造
に
通
じ
た
職
人
と
し
て
家
康
に
接
近
し
た
よ
う
だ
（
中
田 1981

）。
本

家
の
名
跡
を
借
り
、
駿
府
の
家
康
近
臣
と
し
て
頭
角
を
現
し
た
彼
は
、
譜
代
の

大
名
で
家
康
の
政
務
全
般
を
補
佐
し
た
本
多
正
純
の
も
と
、
御
金
銀
改
役
と
し

て
家
康
の
財
務
を
預
か
る
と
と
も
に
、
こ
れ
と
深
く
関
わ
る
外
交
・
通
商
の
交

渉
も
統
括
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
駿
府
に
お
け
る
家
康
の
消
息
を
詳
し
く
記
し

た
記
録
で
あ
る
駿
府
記
も
、
後
藤
の
手
に
な
る
も
の
と
み
ら
れ
て
い
る）

23
（

。

こ
う
し
た
立
場
に
あ
っ
て
、
後
藤
庄
三
郎
は
事
実
上
、
家
康
政
権
の
す
べ
て

の
外
交
交
渉
に
立
ち
会
っ
て
い
た
。
本
稿
が
主
な
議
論
の
対
象
と
す
る
一
六
〇

九
年
（
慶
長
一
四
年
）
以
降
、
具
体
的
な
記
録
か
ら
確
認
で
き
る
限
り
で
も
、
彼
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は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
の
初
の
使
節
（
一
六
〇
九
年
）、
二
回
目
の
使
節
（
一
六
一
一

年
）
の
い
ず
れ
に
も
、
駿
府
で
の
接
遇
と
家
康
へ
の
取
り
次
ぎ
に
中
心
的
な
役

割
を
担
い
、家
康
の
引
見
の
前
に
使
節
と
の
交
渉
を
行
な
っ
て
い
る）

24
（

。
ま
た
、第

二
回
使
節
の
ス
ペ
ッ
ク
ス
は
、
ア
ダ
ム
ス
に
伴
わ
れ
て
駿
府
の
後
藤
屋
敷
を
訪

れ
、後
藤
個
人
に
対
し
て
贈
り
物
を
し
た
こ
と
も
知
ら
れ
て
い
る
（
ク
レ
イ
ン
ス 

2021: 187

）。
外
国
か
ら
の
モ
ノ
や
情
報
は
、
家
康
の
み
な
ら
ず
、
後
藤
の
よ
う

な
側
近
の
も
と
に
も
直
接
も
た
ら
さ
れ
て
い
た
。

後
藤
は
ま
た
、漂
着
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
ス
臨
時
総
督
ビ
ベ
ロ
と
の
交
渉
、ビ

ベ
ロ
の
救
助
に
対
す
る
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
答
礼
使
節
ビ
ス
カ
イ
ノ
へ

の
応
対
に
も
中
心
的
な
役
割
を
果
た
し
た
。
ま
た
、
ビ
ベ
ロ
を
ヌ
エ
バ
・
エ
ス

パ
ー
ニ
ャ
に
送
り
返
す
際
は
、お
そ
ら
く
家
康
の
同
意
の
も
と
、京
都
の
商
人・

田
中
勝
介
を
こ
れ
に
同
行
さ
せ
た
（
松
田 1992: 137
）。
田
中
は
彼
の
地
で
の
滞

在
の
の
ち
、
ビ
ス
カ
イ
ノ
使
節
の
船
に
便
乗
し
て
帰
国
す
る
が
、
駿
府
記
に
は
、

慶
長
一
六
年
の
前
述
家
康
御
前
会
議
の
二
日
後
の
九
月
二
二
日
、
田
中
が
家
康

に
召
し
出
さ
れ
て
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
状
況
に
つ
い
て
報
告
し
た
、
と

あ
る）

25
（

。
岡
佳
子
に
よ
れ
ば
、田
中
は
本
阿
弥
光
悦
と
も
親
し
い
文
人
町
衆
で
、水

銀
を
材
料
と
す
る
「
朱
」
を
商
っ
て
い
た
（
岡 

﹇
佳
子
﹈ 1995; 

岡 

﹇
佳
子
﹈ 2015
）。

水
銀
を
用
い
た
銀
の
製
錬
技
術
は
、
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
と
の
交
渉
で
家

康
が
最
も
重
視
し
た
項
目
の
一
つ
で
あ
っ
た
の
で
、
こ
の
時
の
田
中
の
引
見
は
、

家
康
や
後
藤
に
と
っ
て
外
交
上
重
要
な
意
味
を
も
つ
も
の
で
あ
っ
た（
岡
田 ﹇
裕

成
﹈ 2020a

）。
後
藤
の
手
に
な
る
駿
府
記
に
、一
商
人
で
あ
る
田
中
勝
介
引
見
の

記
述
が
あ
る
の
も
、
お
そ
ら
く
そ
の
た
め
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
は
、
二
日
前
に
同

じ
駿
府
城
で
も
た
れ
た
家
康
御
前
の
会
議
と
同
様
、「
南
蛮
世
界
地
図
屏
風
」
を

前
に
し
て
行
わ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
方
、
駿
府
記
に
記
さ
れ
る
御
前
会
議
の
も
う
一
人
の
出
席
者
、
長
谷
川
左

兵
衛
藤
広
は
、
家
康
側
室
の
兄
で
あ
る
こ
と
か
ら
重
用
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た

近
臣
だ
。
慶
長
一
一
年
（
一
六
〇
六
年
）
に
は
長
崎
奉
行
に
抜
擢
さ
れ
、
グ
ラ
サ

号
事
件
に
も
当
事
者
の
一
人
と
し
て
深
く
関
わ
っ
た（
中
田 1984: 346-347

）。
長

谷
川
は
奉
行
と
し
て
赴
任
以
来
、
長
崎
に
お
け
る
イ
エ
ズ
ス
会
の
影
響
力
排
除

に
努
め
た
と
さ
れ
る
。
ま
た
グ
ラ
サ
号
事
件
を
機
に
、
家
康
の
厚
い
信
任
を
得

て
い
た
イ
エ
ズ
ス
会
士
ジ
ョ
ア
ン
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
を
マ
カ
オ
に
追
放
す
る
な
ど
、

イ
エ
ズ
ス
会
の
活
動
に
大
き
な
打
撃
を
与
え
た（
高
瀬: 376-377, 381

）。
こ
う
し

た
な
か
、
慶
長
一
六
年
（
一
六
一
一
年
）
七
月
、
グ
ラ
サ
号
事
件
後
の
収
拾
の
た

め
マ
カ
オ
か
ら
派
遣
さ
れ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
ソ
ト
マ
ヨ
ル
は
、
駿
府
で
後
藤

庄
三
郎
の
接
遇
を
受
け
る
が
、
翌
八
月
に
は
長
谷
川
も
長
崎
か
ら
駿
府
に
呼
び

出
さ
れ
て
い
る
（
駿
府
記: 216 ﹇
慶
長
一
六
年
八
月
二
〇
日
﹈）。
繰
り
返
し
言
及
す

る
、「
南
蛮
世
界
図
屏
風
」
を
前
に
後
藤
と
長
谷
川
が
伺
候
し
た
家
康
御
前
の
会

議
は
こ
の
翌
月
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
長
谷
川
の
も
と
に
は
ま
た
、「
子
分
」
格
と
し
て
、
家
康
の
古
く
か
ら

の
御
用
商
人
・
茶
屋
四
郎
次
郎
家
第
三
代
の
名
跡
を
継
ぐ
こ
と
に
な
る
清
次
が

従
っ
て
い
た
。
中
田
易
直
に
よ
る
と
、
茶
屋
清
次
は
長
崎
で
長
谷
川
を
補
佐
し

て
、
朱
印
状
発
行
な
ど
の
貿
易
管
理
を
行
う
と
と
も
に
、
み
ず
か
ら
も
交
易
を

行
っ
た
。
ま
た
、
中
田
が
紹
介
す
る
茶
屋
家
の
文
書
に
よ
る
と
キ
リ
シ
タ
ン
統

制
に
も
深
く
関
与
し
、
一
六
一
四
年
一
月
（
慶
長
一
八
年
一
二
月
）
の
禁
教
令
後
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は
聖
堂
の
破
却
に
も
加
わ
っ
た
と
い
う
（
中
田 1957: 10-13; 

中
田 1984: 330-

358
）。
イ
エ
ズ
ス
会
宣
教
師
モ
レ
ホ
ン
の
『
日
本
殉
教
録
』
な
ど
に
詳
し
く
記

さ
れ
る
と
お
り
、
こ
の
時
に
は
聖
像
類
も
数
多
く
没
収
さ
れ
、
長
崎
奉
行
所
は

や
が
て
、
紙
媒
体
の
も
の
も
含
む
そ
の
没
収
図
像
を
「
踏
み
絵
」
な
ど
に
利
用

す
る
こ
と
に
な
る）

26
（

。

こ
の
よ
う
に
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ス
ペ
イ
ン
な
ど
と
の
交
渉
、
イ

エ
ズ
ス
会
の
処
遇
や
禁
教
政
策
の
課
題
が
錯
綜
す
る
な
か
、
世
界
情
勢
に
関
す

る
知
識
を
最
も
必
要
と
し
つ
つ
、
そ
の
情
報
を
伝
え
る
世
界
地
図
の
よ
う
な
素

材
が
直
接
届
く
立
場
に
い
た
の
は
、
家
康
の
近
臣
た
ち
で
あ
っ
た
。
し
か
も
彼

ら
は
、
そ
の
情
報
を
彼
ら
の
執
務
の
場
で
利
用
可
能
な
か
た
ち
に
再
構
成
し
た

屏
風
を
実
際
に
用
い
て
い
た
。
駿
府
記
の
記
述
は
わ
ず
か
だ
が
、
そ
れ
を
取
り

巻
く
外
交
交
渉
の
具
体
的
な
状
況
が
示
す
の
は
、
そ
う
し
た
屏
風
が
単
な
る
装

飾
品
で
は
な
く
、
政
策
決
定
に
資
す
る
資
料
と
し
て
用
い
ら
れ
た
と
い
う
実
態

だ
。
ま
た
、
世
界
地
図
屏
風
が
資
料
と
な
る
べ
き
情
報
媒
体
だ
っ
た
の
で
あ
れ

ば
、
必
要
に
応
じ
て
更
新
も
な
さ
れ
た
は
ず
で
あ
り
、
か
つ
そ
の
こ
と
は
、
駿

府
記
記
載
の
屏
風
と
、
こ
れ
と
は
区
別
す
べ
き
尚
蔵
館
本
の
関
係
に
つ
い
て
の

前
述
の
議
論
か
ら
裏
付
け
ら
れ
る
。

イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝
挿
絵
集
が
日
本
に
到
着
し
、
尚
蔵
館
本
他
の
世
界
地
図

に
関
わ
る
作
品
の
源
泉
が
揃
っ
た
と
み
ら
れ
る
一
六
一
二
年
（
慶
長
一
七
年
）
な

い
し
一
六
一
三
年
（
慶
長
一
八
）
年
と
い
う
時
期
は
、
グ
ラ
サ
号
事
件
を
経
て
、

も
は
や
禁
教
前
夜
の
差
し
迫
っ
た
状
況
に
あ
っ
た
。
前
述
の
と
お
り
、
家
康
は

慶
長
一
七
年
（
一
六
一
二
年
）
三
月
に
は
、
駿
府
は
じ
め
幕
府
直
轄
領
に
禁
教
令

を
発
し
て
い
た
。
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
ブ
ラ
ウ
の
世
界
地
図
付
属
図
像
に

な
か
っ
た
ポ
ル
ト
ガ
ル
一
国
の
地
図
や
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
本
拠
が
あ
る
ロ
ー
マ

の
景
観
図
が
尚
蔵
館
本
に
追
加
挿
入
さ
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
よ
う
な
家
康
政

権
の
政
策
上
の
問
題
意
識
と
よ
く
符
合
す
る
。
世
界
地
図
屏
風
を
「
資
料
」
と

し
て
見
る
な
ら
ば
、
注
意
の
対
象
を
描
く
の
は
む
し
ろ
自
然
な
判
断
だ
。

他
方
、
図
像
源
泉
の
一
つ
で
あ
っ
た
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
伝
挿
絵
集
の
到
着
時

期
か
ら
す
る
と
、こ
れ
ま
で
屏
風
制
作
の
当
事
者
と
さ
れ
た
イ
エ
ズ
ス
会
が
、そ

の
新
着
の
図
像
集
を
み
ず
か
ら
利
用
で
き
た
可
能
性
は
、
も
は
や
極
め
て
限
ら

れ
て
い
た
。
長
谷
川
左
兵
衛
や
三
代
茶
屋
清
次
が
長
崎
で
の
キ
リ
ス
ト
教
統
制

を
現
場
で
実
行
し
、
慶
長
一
八
年
一
二
月
（
一
六
一
四
年
一
月
）
の
禁
教
令
後
の

聖
堂
破
却
や
印
刷
物
・
図
像
な
ど
の
没
収
に
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
考
慮
す
る

な
ら
ば
、
そ
れ
を
絵
画
作
品
の
素
材
と
し
て
利
用
で
き
た
の
は
む
し
ろ
、
そ
れ

を
没
収
し
た
側
だ
っ
た
と
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

こ
の
よ
う
に
み
る
な
ら
ば
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
届
く
最
新
の
地
図
に
、
イ
エ
ズ

ス
会
に
由
来
す
る
図
像
集
を
も
組
み
合
わ
せ
、
屏
風
の
か
た
ち
に
仕
立
て
る
こ

と
が
で
き
、
か
つ
そ
の
よ
う
な
情
報
の
媒
体
を
必
要
と
し
た
の
は
、
外
交
の
方

針
と
対
キ
リ
ス
ト
教
政
策
を
大
き
く
転
換
さ
せ
つ
つ
あ
っ
た
時
期
に
、
そ
の
決

定
の
枢
要
に
い
た
日
本
側
の
権
力
者
で
あ
っ
た
。
具
体
的
に
い
う
な
ら
ば
そ
れ

は
、
家
康
と
そ
の
近
臣
た
ち
、
す
な
わ
ち
後
藤
庄
三
郎
、
長
谷
川
左
兵
衛
、
三

代
茶
屋
四
郎
次
郎
清
次
ら
だ
。
こ
こ
に
さ
ら
に
、
家
臣
と
し
て
家
康
の
利
益
を

図
る
立
場
に
あ
っ
た
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
ア
ダ
ム
ス
の
関
与
も
想
定
し
て
よ
い
だ
ろ

う
。
ア
ダ
ム
ス
は
オ
ラ
ン
ダ
船
団
の
航
海
士
と
し
て
、
海
図
や
地
図
を
読
み
解
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く
専
門
知
識
を
有
し
て
い
た
。
彼
ら
は
、
外
国
か
ら
次
々
と
も
た
ら
さ
れ
る
素

材
を
蓄
積
し
つ
つ
、
そ
れ
を
彼
ら
の
文
脈
で
、
彼
ら
自
身
が
使
い
や
す
い
か
た

ち
に
再
構
築
し
て
利
用
す
べ
き
動
機
と
必
要
が
あ
っ
た
。

じ
っ
さ
い
、
家
康
の
周
辺
で
は
、
外
国
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
贈
り
物
を
、
日

本
側
の
事
情
に
応
じ
て
加
工
し
、
仕
立
て
直
す
こ
と
も
行
わ
れ
て
い
た
。
注
目

さ
れ
る
の
は
、
前
述
の
一
六
一
五
年
（
慶
長
二
〇
年
）
の
ス
ペ
イ
ン
使
節
の
贈
り

物
の
リ
ス
ト
の
一
つ
目
に
あ
る
「
グ
ア
ダ
メ
シ guadam

ecí

」
だ
。
グ
ア
ダ
メ

シ
は
、
木
型
を
用
い
て
凹
凸
の
加
工
を
施
し
た
う
え
で
、
金
箔
装
飾
や
彩
色
を

施
し
た
革
製
品
で
、
日
本
で
は
「
金
唐
革
」
と
呼
ば
れ
た
。
日
光
東
照
宮
に
納

め
ら
れ
た
家
康
所
用
の
武
具
類
の
な
か
に
は
、
金
唐
革
を
刀
の
鞘
の
包
み
に
転

用
し
た
も
の
が
残
さ
れ
て
お
り
（
図
33
）、
酒
井
元
樹
は
こ
れ
に
つ
い
て
、
ス
ペ

イ
ン
製
の
も
の
と
指
摘
し
て
い
る）

27
（

。
グ
ア
ダ
メ
シ
は
ス
ペ
イ
ン
で
は
通
常
、
壁

飾
り
な
ど
に
用
い
る
。
こ
の
日
光
東
照
宮
の
鞘
包
み
が
、
一
六
一
五
年
（
慶
長

二
〇
年
）
の
ス
ペ
イ
ン
使
節
が
も
た
ら
し
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、

家
康
は
こ
の
外
来
の
素
材
を
、
み
ず
か
ら
の
必
要
に
合
わ
せ
て
加
工
し
、
用
い

て
い
た
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
、
壁
掛
け
用
の
大
型
世
界
地
図
を
、
日
本
の
建

築
空
間
に
大
型
の
イ
メ
ー
ジ
を
取
り
込
む
媒
体
と
な
る
屏
風
に
仕
立
て
直
す
と

い
う
着
想
に
も
通
じ
る
。

こ
れ
ま
で
、
洋
風
画
の
制
作
・
構
想
の
主
体
は
常
に
、
イ
エ
ズ
ス
会
の
存
在

を
前
提
に
議
論
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
、
作
品
の
細
部
に
お
い
て
キ
リ
ス
ト
教

要
素
を
排
除
す
る
よ
う
な
図
像
の
操
作
と
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
時
期
の
家
康
政

権
の
外
交
・
キ
リ
ス
ト
教
政
策
の
大
き
な
変
化
の
符
合
は
、
世
俗
の
洋
風
画
作

図33　 金唐革太刀（徳川家康所用）日光東照宮宝物館（画像：
日光東照宮宝物館）

が
駿
府
の
家
康
周
辺
に
あ
っ
た
と
し
て
イ
エ
ズ
ス
会
か
ら
切
り
離
す
と
す
れ
ば
、

そ
こ
に
は
、
ど
の
よ
う
な
制
作
者
が
想
定
さ
れ
る
だ
ろ
う
か
。
世
俗
の
洋
風
画

作
品
の
制
作
者
に
つ
い
て
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
る
事
実
は
非
常
に
乏
し
く
、

ま
た
残
念
な
が
ら
、
こ
れ
に
つ
い
て
本
稿
が
新
た
に
提
供
で
き
る
材
料
も
多
く

な
い
。
条
件
は
そ
れ
ゆ
え
非
常
に
限
ら
れ
る
も
の
の
、
こ
こ
ま
で
に
提
示
し
た

新
た
な
枠
組
み
を
前
提
と
し
て
な
し
う
る
想
定
を
、
最
後
に
簡
単
に
述
べ
て
お

く
こ
と
に
し
た
い
。

品
、
と
り
わ
け
オ
ラ
ン
ダ
製

の
世
界
地
図
に
依
拠
す
る
作

品
群
の
構
想
の
主
体
が
、
む

し
ろ
日
本
側
、
具
体
的
に
は

家
康
政
権
の
枢
要
に
い
た
近

臣
た
ち
で
あ
っ
た
こ
と
を
強

く
う
か
が
わ
せ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
オ
ラ
ン

ダ
製
の
世
界
地
図
に
主
と
し

て
依
拠
す
る
洋
風
画
屏
風
の

構
想
の
主
体
を
日
本
側
に
求

め
る
な
ら
ば
、
な
お
解
明
す

べ
き
点
が
あ
る
。
制
作
者
の

問
題
だ
。
作
品
構
想
の
主
体
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六
章　
作
品
の
制
作
者
を
め
ぐ
る
問
題

武
田
恒
夫
は
著
書
『
狩
野
派
絵
画
史
』
に
お
い
て
、
洋
風
画
屏
風
の
代
表
作

の
一
つ
、
サ
ン
ト
リ
ー
美
術
館
と
神
戸
市
立
博
物
館
の
《
泰
西
王
侯
騎
馬
図
》

に
つ
い
て
、「
在
来
の
画
法
に
対
し
て
か
な
り
の
素
養
の
あ
っ
た
画
人
」
に
よ
る

と
し
、
そ
の
う
え
で
、
キ
リ
ス
ト
教
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
絵
画
と
関
わ
っ
た
狩
野
派

門
人
の
存
在
に
注
意
を
促
し
た（
武
田 1995: 142-143

）。
武
田
が
具
体
的
に
言
及

す
る
の
は
狩
野
源
助
ペ
ド
ロ
だ
。
記
録
文
書
に
よ
る
と
、
彼
は
京
都
の
フ
ラ
ン

シ
ス
コ
会
に
お
い
て
宣
教
師
ジ
ェ
ロ
ニ
モ・デ・ジ
ェ
ズ
ス
の
も
と
に
い
て
、
教

会
の
管
財
人
を
務
め
た
（
チ
ー
ス
リ
ク1972
）。
文
書
に
は
さ
ら
に
３
人
の
絵
師

が
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
の
司
牧
下
に
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
る
。
彼
ら
を
束
ね
た

ジ
ェ
ロ
ニ
モ
は
、
先
に
触
れ
た
、
一
六
〇
一
年
（
慶
長
六
年
）
に
家
康
が
伏
見
に

召
し
出
し
た
宣
教
師
に
他
な
ら
な
い
。

こ
う
し
た
京
都
の
キ
リ
ス
ト
教
徒
の
絵
師
た
ち
が
、
ど
の
程
度
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

絵
画
の
様
式
を
身
に
つ
け
て
い
た
の
か
、
具
体
的
に
知
る
こ
と
は
難
し
い
。
だ

が
、
画
家
で
も
あ
っ
た
ジ
ョ
ヴ
ァ
ン
ニ
・
コ
ー
ラ
（
ニ
コ
ラ
オ
）
が
イ
タ
リ
ア
か

ら
や
っ
て
来
て
、
イ
エ
ズ
ス
会
セ
ミ
ナ
リ
オ
の
絵
画
工
房
が
活
動
を
始
め
る
一

五
八
〇
年
代
の
か
な
り
前
か
ら
、
日
本
の
絵
師
た
ち
が
キ
リ
ス
ト
教
主
題
の
作

品
を
積
極
的
に
制
作
し
て
い
た
こ
と
は
、
多
く
の
証
言
が
伝
え
て
い
る
。
例
え

ば
一
五
六
五
年
一
〇
月
の
宣
教
師
ア
ル
メ
イ
ダ
の
書
簡
に
よ
れ
ば
、
キ
リ
シ
タ

ン
大
名
高
山
飛
騨
守
ダ
リ
オ
（
右
近
ジ
ュ
ス
ト
の
父
）
が
居
城
の
礼
拝
堂
に
キ
リ

ス
ト
降
誕
の
絵
を
飾
っ
た
際
、「
偉
大
な
職
人 grande offi

cial 

に
命
じ
て
、わ

れ
わ
れ
の
と
こ
ろ
に
あ
る
も
の
を
写
さ
せ
た
」
と
い
い
、
出
来
上
が
っ
た
作
品

は
「
わ
れ
わ
れ
の
も
の
に
劣
ら
な
か
っ
た
」
と
い
う）

28
（

。
こ
の
制
作
者
に
つ
い
て

さ
ら
な
る
情
報
は
な
い
が
、
当
時
の
畿
内
に
お
い
て
、
大
名
の
注
文
に
よ
り
絵

を
描
く
「
偉
大
な
職
人
」
と
は
、
主
流
画
派
た
る
狩
野
派
に
連
な
る
者
と
考
え

る
の
が
自
然
だ
ろ
う
。

ま
た
付
け
加
え
る
な
ら
ば
、
先
に
紹
介
し
た
イ
エ
ズ
ス
会
下
京
聖
堂
と
ほ
ぼ

同
時
期
、お
そ
ら
く
一
六
〇
〇
年
（
慶
長
五
年
）
頃
に
建
設
さ
れ
た
上
京
の
聖
堂

は
、
油
小
路
通
と
元
誓
願
寺
通
の
角
あ
た
り
に
位
置
し
た
と
さ
れ
る）

29
（

。
こ
こ
か

ら
元
誓
願
寺
通
を
少
し
東
に
向
か
っ
た
場
所
に
あ
っ
た
元
信
以
来
の
狩
野
屋
敷

と
は
、
お
よ
そ
二
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
至
近
の
距
離
で
あ
っ
た
。
イ
エ
ズ
ス
会
は
、

キ
リ
シ
タ
ン
以
外
も
積
極
的
に
聖
堂
に
招
い
て
い
た
の
で
、
絵
師
た
ち
が
そ
こ

に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
絵
画
装
飾
を
目
に
す
る
の
は
難
し
い
こ
と
で
は
な
か
っ
た
。

前
述
の
と
お
り
、
下
京
の
聖
堂
に
は
「
油
彩
画
に
よ
る
最
高
に
美
し
い
祭
壇
衝

立
」
が
あ
っ
て
、「
陰
影
を
用
い
て
描
く
方
法
が
な
か
っ
た
」
日
本
人
を
大
い
に

驚
か
せ
て
い
た
。
上
京
聖
堂
の
装
飾
の
詳
細
は
不
明
な
も
の
の
、
現
に
キ
リ
ス

ト
教
徒
も
い
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
狩
野
派
絵
師
た
ち
は
、こ
の
一
六
〇
〇
年（
慶

長
五
年
）
頃
の
京
都
で
、
油
彩
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
風
絵
画
を
間
近
に
見
る
こ
と
も

難
し
く
な
か
っ
た
。

他
方
、
こ
こ
で
想
定
す
る
、
狩
野
派
な
ど
京
の
絵
師
の
洋
風
画
屏
風
制
作
へ

の
関
与
の
可
能
性
は
、
イ
エ
ズ
ス
会
セ
ミ
ナ
リ
オ
工
房
の
絵
師
た
ち
と
の
つ
な

が
り
を
否
定
す
る
も
の
で
は
な
い
。
本
稿
で
新
た
に
想
定
し
た
作
品
制
作
の
上

限
は
、
禁
教
に
向
か
う
切
迫
し
た
時
期
で
は
あ
っ
た
が
、
た
と
え
ば
、
禁
教
に
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よ
り
閉
鎖
さ
れ
る
前
後
の
セ
ミ
ナ
リ
オ
工
房
の
制
作
者
た
ち
が
、
イ
エ
ズ
ス
会

が
主
導
す
る
環
境
を
離
れ
、
何
ら
か
の
か
た
ち
で
洋
風
画
屏
風
に
関
わ
っ
た
可

能
性
は
想
定
し
う
る
。

ま
た
、
太
田
彩
が
提
起
し
た
日
本
国
外
に
お
け
る
制
作
と
い
う
説
も
、
真
剣

に
検
討
す
べ
き
可
能
性
の
一
つ
だ
。
太
田
は
一
九
九
六
年
に
行
わ
れ
た
尚
蔵
館

の
《
万
国
絵
図
屏
風
》
の
修
理
の
際
、
こ
の
作
品
が
中
国
で
好
ま
れ
る
竹
紙
に

描
か
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
注
目
し
、
マ
カ
オ
や
中
国
大
陸
沿
海
部
の
い
ず
こ

か
で
描
か
れ
た
可
能
性
を
指
摘
し
た）

30
（

。
そ
う
し
た
国
外
制
作
の
可
能
性
も
考
慮

に
入
れ
る
な
ら
ば
、
宣
教
師
追
放
後
の
時
期
で
あ
っ
て
も
イ
エ
ズ
ス
会
の
何
ら

か
の
関
与
は
想
定
し
う
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
稿
に
お
い
て
論
じ
た
と
お
り
、

作
品
に
は
キ
リ
ス
ト
教
的
・
イ
エ
ズ
ス
会
的
な
要
素
を
意
識
的
に
排
除
す
る
図

像
上
の
操
作
が
な
さ
れ
お
り
、
か
つ
、
想
定
さ
れ
る
制
作
時
期
の
家
康
政
権
の

外
交
・
キ
リ
ス
ト
教
政
策
の
立
場
は
そ
の
操
作
と
よ
く
整
合
す
る
。
そ
う
で
あ

る
以
上
、
作
品
の
制
作
は
、
家
康
の
近
臣
た
ち
の
意
思
が
及
ぶ
と
こ
ろ
で
な
さ

れ
た
と
み
る
の
が
本
稿
の
立
場
だ
。

じ
っ
さ
い
、
家
康
の
近
臣
た
ち
と
美
術
制
作
者
の
距
離
も
近
い
。
ス
ペ
イ
ン

か
ら
の
贈
り
物
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
グ
ア
ダ
メ
シ
（
金
唐
革
）
で
鞘
を
包
む

加
工
の
施
さ
れ
た
家
康
所
用
の
太
刀
が
、
日
光
東
照
宮
に
所
蔵
さ
れ
る
こ
と
は

先
に
述
べ
た
。
酒
井
に
よ
る
と
、
柄
の
目
抜
き
に
刻
ま
れ
た
印
か
ら
、
こ
の
太

刀
の
装
飾
の
も
と
も
と
の
仕
上
げ
は
、
金
工
家
で
あ
っ
た
京
の
後
藤
家
の
仕
事

と
判
明
し
て
い
る
（
酒
井 2021: 70 

）。
後
藤
家
と
は
、
先
に
述
べ
た
通
り
、
後

藤
庄
三
郎
が
か
つ
て
手
代
を
務
め
た
本
家
筋
で
あ
っ
た
。
鞘
の
仕
立
て
直
し
も

後
藤
家
に
託
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
情
報
は
な
い
が
、
後
藤
庄
三
郎
は
、
家

康
の
も
と
に
あ
っ
た
西
洋
由
来
品
の
加
工
な
ど
に
際
し
、
京
の
町
衆
や
制
作
者

と
の
接
点
に
な
り
う
る
人
物
で
も
あ
っ
た
。

後
藤
が
メ
キ
シ
コ
に
送
り
出
し
た
京
の
「
朱
屋
」
の
田
中
勝
介
も
、
前
述
の

通
り
、
本
阿
弥
光
悦
と
親
し
い
文
人
で
あ
っ
た
。
ま
た
田
中
は
、
メ
キ
シ
コ
か

ら
帰
国
の
際
に
便
乗
し
た
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
使
節
の
船
で
司
令
官
と

食
卓
を
と
も
に
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
な
ど
厚
遇
さ
れ
た
が
、航
海
記
で
は「
フ

ラ
ン
シ
ス
コ
」
と
い
う
洗
礼
名
と
と
も
に
記
述
さ
れ
て
お
り
、
少
な
く
と
も
こ

の
時
期
に
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
だ
っ
た
よ
う
だ
（Gil 1991: 309 

﹇
ヒ
ル 2000: 

319

﹈）。
家
康
の
意
を
受
け
て
メ
キ
シ
コ
に
派
遣
さ
れ
た
彼
の
信
仰
が
、
ど
の
よ

う
な
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
の
か
は
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
た
だ
彼
が
、
厳
し
い

禁
教
令
前
夜
の
京
の
美
術
制
作
者
と
キ
リ
シ
タ
ン
社
会
の
両
方
に
接
点
を
も
つ

人
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
注
目
に
値
す
る
。

さ
ら
に
、同
じ
航
海
記
に
よ
る
と
、駿
府
で
の
家
康
に
謁
し
た
後
、ヌ
エ
バ・

エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
使
節
ビ
ス
カ
イ
ノ
は
東
北
地
方
の
太
平
洋
岸
を
訪
れ
、
マ
カ
オ

か
ら
日
本
沖
を
経
て
メ
キ
シ
コ
に
向
か
う
彼
ら
の
定
期
航
路
の
寄
港
地
を
物
色

し
た
。
そ
の
際
、「
地
理
学
者
を
伴
っ
て
い
な
か
っ
た
」
彼
は
、
海
岸
や
港
、
入

江
な
ど
を
描
き
と
め
る
た
め
に
「
日
本
人
の
絵
師
た
ち pintores 

japoneses

」を
同
行
さ
せ
た
と
い
う
（Gil 1991: 362 ﹇
ヒ
ル 2000: 379

﹈）。
だ
が
、

商
館
の
よ
う
な
拠
点
を
日
本
に
持
た
な
か
っ
た
ス
ペ
イ
ン
の
使
節
が
独
自
に
、

地
図
製
作
に
も
通
じ
た
絵
師
を
確
保
で
き
た
と
は
考
え
に
く
い
。
便
宜
を
図
っ

た
の
は
、
接
遇
に
あ
た
っ
た
後
藤
庄
三
郎
か
、
後
藤
の
配
下
に
あ
っ
た
田
中
勝
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介
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

家
康
近
臣
の
周
り
に
は
こ
の
よ
う
に
、
外
国
と
の
交
渉
に
関
わ
る
モ
ノ
や
情

報
の
共
有
と
利
用
の
枠
組
み
が
確
か
に
存
在
し
た
。
か
つ
そ
こ
に
は
、
禁
教
前

夜
の
キ
リ
シ
タ
ン
社
会
と
の
接
点
も
あ
っ
た
京
の
美
術
制
作
者
や
、
地
図
的
な

イ
メ
ー
ジ
を
も
扱
う
絵
師
ら
も
含
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
、
か
な
り
具
体
的
に
想

定
で
き
る
。
制
作
者
の
問
題
に
つ
い
て
、
こ
こ
で
こ
れ
以
上
の
材
料
を
提
示
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
展
望
さ
れ
る
状
況
は
、
前
章
ま
で
の
本
稿
の
議
論
を

裏
切
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
る
。

結
び　
植
民
地
主
義
的
表
象
の
移
転
と
再
構
築

本
稿
で
は
、
こ
れ
ま
で
指
摘
さ
れ
な
か
っ
た
図
像
の
細
部
に
お
け
る
キ
リ
ス

ト
教
的
要
素
、
イ
エ
ズ
ス
会
関
連
の
モ
チ
ー
フ
の
排
除
に
つ
い
て
考
証
を
加
え

る
と
と
も
に
、
オ
ラ
ン
ダ
製
世
界
地
図
か
ら
派
生
し
た
洋
風
画
屏
風
の
制
作
時

期
、
と
り
わ
け
そ
の
上
限
の
再
検
討
を
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
う
え
で
、
新
た
に

想
定
さ
れ
た
作
品
制
作
時
期
の
外
交
環
境
と
、
そ
の
外
交
に
携
わ
っ
た
関
係
者

を
特
定
し
て
の
具
体
的
な
議
論
か
ら
、
そ
れ
ら
の
洋
風
画
屏
風
作
品
は
、
駿
府

の
徳
川
家
康
の
政
権
と
、
そ
れ
を
支
え
た
近
臣
の
深
い
関
与
の
も
と
に
構
想
・

制
作
さ
れ
た
と
考
え
る
の
が
事
実
関
係
に
対
し
て
整
合
的
で
あ
る
と
の
見
方
を

示
し
た
。
そ
こ
に
意
図
し
た
の
は
、
冒
頭
の
序
文
で
も
述
べ
た
よ
う
に
、
日
本

側
の
当
事
者
性
を
、
で
き
る
限
り
具
体
的
に
解
明
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

一
般
論
で
は
あ
る
が
、影
響
論
的
な
美
術
史
の
議
論
に
お
い
て
は
、「
中
心
」

か
ら
「
周
縁
」
へ
の
作
用
に
目
が
向
け
ら
れ
が
ち
だ
。
し
か
し
な
が
ら
、
た
と

い
植
民
地
に
お
い
て
従
属
的
な
立
場
に
置
か
れ
て
も
、
異
な
る
文
化
の
境
域
を

生
き
た
人
び
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
局
面
に
お
い
て
何
ら
か
の
「
当
事
者
性

agency

」
を
行
使
し
え
た
。
た
だ
し
、
非
対
称
な
力
関
係
の
も
と
、
周
縁
の
側

に
置
か
れ
た
人
び
と
は
、
必
ず
し
も
、
一
か
ら
新
た
な
造
形
様
式
や
図
像
を
創

造
す
る
よ
う
な
自
由
を
享
受
で
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
従
属
す
る
側
の
主
体
は
、

し
ば
し
ば
、
支
配
的
な
文
化
の
側
が
持
ち
込
ん
だ
造
形
的
・
図
像
的
な
資
源
を
、

再
構
成
・
再
利
用
す
る
な
か
で
そ
の
当
事
者
性
を
行
使
し
た
。
オ
ラ
ン
ダ
製
世

界
地
図
に
由
来
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
要
素
を
「
屏
風
」
と
い
う
媒
体
の
上
に
再
構

築
し
た
作
品
は
、
初
期
近
代
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
植
民
地
主
義
的
な
海
洋
進
出
の
最

突
端
の
地
で
あ
る
日
本
に
お
い
て
、よ
り
高
度
な
移
動
性
を
持
つ
側
に
対
し
、相

対
的
に「
周
縁
」的
な
位
置
に
置
か
れ
た
日
本
の
権
力
者
た
ち
が
行
使
し
た
、当

事
者
性
の
一
つ
の
あ
り
方
を
示
す
も
の
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

他
方
、視
野
を
大
き
く
広
げ
る
と
、洋
風
画
屏
風
の
核
心
を
な
す
要
素
と
な
っ

た
「
世
界
地
図
」
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
海
洋
進
出
に
用
い
ら
れ
た
最
先
端
の
実

用
的
情
報
ツ
ー
ル
で
あ
る
と
と
も
に
、
植
民
地
主
義
的
な
征
服
の
成
果
を
集
約

し
た
表
象
の
構
築
物
で
も
あ
っ
た
。
少
な
く
と
も
潜
在
的
に
は
征
服
の
対
象
で

も
あ
っ
た
日
本
の
権
力
者
が
、
植
民
地
主
義
に
由
来
す
る
そ
の
図
像
イ
メ
ー
ジ

を
、
み
ず
か
ら
の
文
脈
で
利
用
し
、
再
構
築
し
た
と
す
れ
ば
、
そ
れ
は
、
初
期

近
代
世
界
に
お
け
る
表
象
の
交
通
の
ダ
イ
ナ
ミ
ズ
ム
を
端
的
に
示
す
例
と
い
え

る
だ
ろ
う
。

イ
ン
ド
の
歴
史
家
サ
ン
ジ
ャ
イ
・
ス
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ア
ム
に
よ
る
な
ら
ば
、
一

六
世
紀
世
界
の
新
し
さ
は
、
た
ん
に
世
界
が
地
球
規
模
で
つ
な
が
っ
た
こ
と
に
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あ
る
の
で
は
な
い
。「
様
々
な
地
域
に
住
む
人
々
が
、相
互
に
隔
て
ら
れ
て
い
る

に
も
か
か
わ
ら
ず
、実
際
に
世
界
規
模
で
生
じ
る
出
来
事
の
存
在
を
初
め
て（
と

も
に
）
考
え
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」、
そ
の
意
識
の
あ
り
方
に
こ
そ
、
一
六
世

紀
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
核
心
が
あ
る
と
彼
は
い
う
（
ス
ブ
ラ
フ
マ
ニ
ア
ム 2002: 

33 

）。
東
ア
ジ
ア
の
一
角
に
お
い
て
、
世
界
地
図
と
そ
れ
に
関
わ
る
世
界
の
情

報
を
屏
風
と
い
う
媒
体
の
上
に
再
構
築
し
た
作
品
群
は
、
ま
さ
に
そ
の
接
続
さ

れ
た
世
界
の
、
単
純
に
一
方
向
的
で
は
な
い
接
続
の
回
路
を
可
視
化
す
る
、
ユ

ニ
ー
ク
な
イ
メ
ー
ジ
だ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

concurso dos christãos... （
中
略
）

A
 Pascoa da Resurreicão se celebram

 tam
ben com

 grande solennidade e 
extraordinario concurso: pera o que aiudou m

uito o novo retabolo de 
A
scensão de Christo N

ostro Senhor com
 os A

postoles em
 baixo obra 

m
uy prim

a e bem
 acabada com

 sua guarnição de colunnas e tudo o m
ais 

ao m
odo de Europa; o qual retabolo enche toda a altura da Capella, que 

em
 tal dia se arm

an de boas peças de seda lustrosam
ente ...

（
聖
堂
は
）
そ
の
美
し
さ
は
完
璧
で
、
す
べ
て
彩
色
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
様
式
の
最

も
美
し
い
礼
拝
堂
の
よ
う
に
金
地
で
仕
上
げ
ら
れ
て
い
た
。
そ
し
て
何
よ
り
、
い
く
つ

か
の
祭
壇
は
、
日
本
人
に
と
っ
て
非
常
に
新
し
く
、
ま
っ
た
く
見
た
こ
と
の
な
い
よ
う

な
油
彩
画
に
よ
る
最
高
に
美
し
い
祭
壇
衝
立
で
飾
ら
れ
て
い
た
。
日
本
に
は
陰
影
を
用

い
て
描
く
方
法
が
な
か
っ
た
の
で
、
多
く
の
人
、
あ
る
い
は
ほ
と
ん
ど
全
員
が
、
祭
壇

衝
立
の
絵
を
、
そ
の
完
璧
さ
ゆ
え
に
彫
刻
像
と
見
紛
い
、
大
い
に
驚
い
た
の
だ
。
聖
堂

は
交
差
部
を
除
く
身
廊
だ
け
で
二
〇
〇
〇
人
を
収
容
し
た
の
で
、
平
日
や
日
曜
、
祝
日

に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
大
勢
訪
れ
た
。（
中
略
）

復
活
の
祝
日
は
非
常
に
荘
厳
に
、
常
な
ら
ぬ
大
勢
の
人
々
に
よ
り
祝
わ
れ
た
。
一
番
役

に
立
っ
た
の
は
、
地
上
の
使
徒
た
ち
を
伴
う
我
ら
が
主
キ
リ
ス
ト
の
昇
天
を
描
い
た
新

し
い
祭
壇
衝
立
で
、
そ
の
枠
の
柱
や
そ
の
他
部
分
を
含
め
最
高
の
出
来
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
の
様
式
に
よ
り
美
し
く
仕
上
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
祭
壇
衝
立
は
、
礼
拝
堂
の
高
さ

一
杯
に
達
す
る
大
き
さ
で
、
こ
の
よ
う
な
祝
日
に
は
、
美
し
い
絹
の
布
で
豪
華
に
飾
ら

れ
る
。

Fol. 353r.
... Em

 hum
 dos altares da nova igreja esta hum

 retábulo, em
 que esta 

pintado o aparecim
ento de Christo Nosso Senhor al nosso B(eato). padre 

Ignacio quando lhe disse “Ego vobis Rom
a(e) propitius ero”; ao qual tem

 
os christãos m

uito devoção e se encom
m
endão ao B. Padre Ignacio em

 
suas necessidades...

資
料
１　

 

イ
エ
ズ
ス
会　
「
日
本
年
報　
一
六
〇
五
年
一
〇
月
か
ら
一
六
〇
六
年
同
月
」：

京
都
・
下
京
の
聖
堂
に
つ
い
て
の
記
述

“A
nnua de Japam

 de Outubro de anno de 1605 ate o m
esm
o do anno de 

1606” (1607.2.15), A
rchivum

 Rom
anum

 Societatis Iesu (A
RSI), JA

P. SIN. 
55, fol.347v.-353r. (“Das partes do M

iaco”)

＊ 

こ
の
史
料
に
つ
い
て
は
片
岡
千
鶴
子
と
岡
村
洋
子
に
よ
る
抄
訳
（
片
岡 1970; 

岡
村

1974

）
が
あ
る
が
、
原
史
料
は
紹
介
さ
れ
て
い
な
い
。
書
き
起
こ
し
と
訳
文
を
下
に

示
す
。

Fol.348r.
... aquel estese acabou de perfeiçoar de todo pintandose e dourandose o 
ferro da capella m

or ao m
odo de Europa, e sobretudo ornandose os 

altares com
 m
uito bons retabolos de oleos pintura pera os japones m

uito 
nova e nunca vista, e de que grandem

ente pasm
am
, tanto que m

uito ou 
quasi todos julgam

 as im
agens dos retabolos de estatuas de vulto pella 

perfeição dellas, por não aver em
 Japão tal m

odo de pintar com
 som

bras. 
Com

o a igreja sobra tam
 capaz que som

ente no corpo tirando o cruzeiro 
caberão duas m

il pessoas, ha de ordinario a os dom
ingos e festas grande 
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新
し
い
聖
堂
の
祭
壇
の
一
つ
の
祭
壇
衝
立
に
は
、我
ら
が
福
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス﹇
デ・

ロ
ヨ
ラ
﹈
神
父
の
前
に
主
キ
リ
ス
ト
が
出
現
し
、
彼
に
、「
私
が
あ
な
た
を
ロ
ー
マ
に

導
こ
う
」
と
語
っ
た
時
の
絵
が
描
か
れ
て
い
る
。
キ
リ
ス
ト
教
徒
た
ち
は
こ
の
絵
を
大

い
に
崇
敬
し
、
そ
の
欲
す
る
と
こ
ろ
を
福
者
イ
グ
ナ
テ
ィ
ウ
ス
神
父
に
託
し
た
。

資
料
２　

 
ス
ペ
イ
ン
国
王
か
ら
徳
川
家
康
へ
の
贈
物
候
補
リ
ス
ト
： 「
国
王
陛
下
が
日

本
の
皇
帝
、
お
よ
び
そ
の
子
息
た
る
皇
太
子
に
贈
呈
し
う
る
も
の
に
つ
い
て

の
覚
書
。
彼
の
地
に
お
い
て
入
手
で
き
な
い
ゆ
え
に
最
も
評
価
さ
れ
る
も

の
」（
一
六
一
三
年
五
月
四
日
付
）

A
rchivo General de Indias (A

GI), Filip. 193, 1  n.º 26 

（Gil 1991. 

よ
り
引
用
）

-  Paños de Flandes

（「
タ
ピ
ス
リ
ー
」： 

直
訳
で
は
「
フ
ラ
ン
ド
ル
の
織
物
」
だ
が
、

16-

17
世
紀
の
ス
ペ
イ
ン
語
に
お
い
て
、こ
の
語
は
通
常
タ
ピ
ス
リ
ー
を
意
味
し
た
）

-  Guadam
eçies finos

（「
上
等
の
グ
ア
ダ
メ
シ
」：
木
型
を
用
い
て
凹
凸
の
加
工
を

施
し
た
う
え
で
、
金
箔
装
飾
や
彩
色
を
施
し
た
革
製
品
。
日
本
で
は
「
金
唐
革
」
と

呼
称
）

-  A
lgunos cuadros de pinçel de los em

peradores rom
anos y de gentes 

de otras naçiones

（「
ロ
ー
マ
皇
帝
、
お
よ
び
諸
国
の
人
々
の
、
絵
筆
に
よ
る
肖

像
画
（
複
数
）」：「
絵
筆
に
よ
る de pinçel

」
絵
と
は
油
彩
画
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
）

-  A
lbornoçes de Berbería o de los de Inglaterra, que no se pasen con el 
agua.

（「
ベ
ル
ベ
リ
ア
（
マ
グ
リ
ブ
地
域
）
な
い
し
イ
ギ
リ
ス
の
水
を
透
さ
な
い
フ
ー

ド
付
き
外
套
（
複
数
）」）

-  M
apas de los grandes, hechos en A

m
beres

（「
大
判
の
地
図
（
複
数
）、
ア

ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
製
」 ：
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
世
界
地
図
の
抜
刷
か
。
ス
ペ
イ
ン
領
フ
ラ

ン
ド
ル
の
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
は
１
５
７
０
年
に
オ
ル
テ
リ
ウ
ス
が
最
初
の
近
代
的

世
界
地
図
帳
を
刊
行
。
17
世
紀
初
頭
、
最
先
端
の
地
図
製
作
の
中
心
地
は
独
立
し
た

オ
ラ
ン
ダ
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
に
移
る
が
、
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
で
は
オ
ル
テ
リ
ウ

ス
地
図
帳
が
版
を
重
ね
た
）

-  Reloxes de pecho.

（「
懐
中
時
計
（
複
数
）」）

-  A
lgunas arm

as gravadas de M
ilán

（「
線
刻
の
装
飾
が
施
さ
れ
た
ミ
ラ
ノ
製
甲

冑
数
領
」）

-  Dos cajones de jabón com
ún y algún oloroso

（「
石
鹸
、
通
常
の
も
の
と
芳

香
の
あ
る
も
の
二
箱
」）

-  Vidrios curiosos de todos géneros

（「
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
の
趣
向
あ
る
ガ
ラ
ス

器
」）

-  A
lgunas vidrieras buenas

（「
美
し
い
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
」）

資
料
３　

 

イ
ン
デ
ィ
ア
ス
顧
問
会
議
に
よ
る
最
終
的
な
徳
川
家
康
へ
の
贈
物
リ
ス
ト

（
一
六
一
三
年
五
月
一
〇
日
付
）

A
rchivo General de Indias (A

GI), Sevilla, Filip. 4. 1  n.º 13-C

（Gil 1991. 

よ

り
引
用
）

-  Doze guadam
ezíes, seis de m

ontería y seis de figuras grandes

（「
グ
ア

ダ
メ
シ
（
金
唐
革
）
12
点
、
狩
猟
を
描
い
た
（
？
）
も
の
６
点
、
大
き
な
紋
様
（
人

物
像
？
）
の
も
の
６
点
」：“m

ontería” 

は
「
狩
猟
」
を
意
味
す
る
が
、17
世
紀
の
「
グ

ア
ダ
メ
シ
」
で
、
そ
の
よ
う
な
情
景
描
写
の
あ
る
も
の
は
こ
れ
ま
で
知
ら
れ
て
い
な

い
）

-  Doze cuadros de em
peradores y em

peratrizes de m
arca grande

（「
皇

帝
た
ち
、
皇
妃
た
ち
の
大
き
な
額
装
の
絵
、
12
点
」）

-  Çiento y çincuenta baras de albonozes que no sean negros

（「
雨
合
羽
用

の
布
、
黒
く
な
い
も
の
、
１
５
０
バ
ー
ラ
﹇
約
１
２
６
ｍ
﹈）

-  Diez m
apas grandes de A

m
beres

（「
ア
ン
ト
ウ
ェ
ル
ペ
ン
製
の
大
判
地
図
10

点
」）

-  Cuatro caxones de jabón, los dos con olor

（「
石
鹸
４
箱
。
二
箱
は
芳
香
あ
る

も
の
」）

-  Dos caxones grandes de bidrios de Barçelona y Benezia

（「
バ
ル
セ
ロ
ナ

お
よ
び
ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
製
の
ガ
ラ
ス
器
、
大
箱
二
つ
」）

-  Çien cuadros de bidrieras cristalinas

（「
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス
板
１
０
０
点
」）

-  Si no se llevaren arm
as de acá, se abrán de buscar allá cuatro 

arm
aduras grandes y doradas cum

plidas, dos de infante y dos de 
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cavallo ligero. Y si algo de esto faltare, se co[n]m
utará en lo que pidiere 

el padre fray A
lonso M

uñoz que sea en la m
ism
a cantidad. （「

当
地
か
ら

武
器
を
持
参
し
な
い
場
合
、
金
鍍
金
で
仕
上
げ
ら
れ
た
甲
冑
、
歩
兵
用
２
領
、
軽
騎

兵
用
２
領
の
計
４
領
を
途
上
に
て
調
達
す
る
こ
と
。
も
し
い
ず
れ
か
が
欠
け
て
い
れ

ば
ア
ロ
ン
ソ
・
ム
ニ
ョ
ス
師
＊
が
求
め
る
同
等
の
も
の
を
代
わ
り
と
す
る
こ
と
」）

＊ 

ア
ロ
ン
ソ
・
ム
ニ
ョ
ス
は
、
日
本
に
漂
着
し
た
フ
ィ
リ
ピ
ー
ナ
ス
臨
時
総
督
ロ
ド
リ

ゴ
・
デ
・
ビ
ベ
ロ
を
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
に
送
り
返
す
際
、
こ
れ
と
と
も
に
、

徳
川
家
康
の
使
節
と
し
て
マ
ド
リ
ー
ド
に
派
遣
さ
れ
た
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
会
宣
教
師
。

註＊ 

本
稿
は
、
二
〇
二
四
年
九
月
二
一
日
に
大
阪
大
学
で
開
催
さ
れ
た
美
術
史
学
会
西
支

部
例
会
で
お
こ
な
っ
た
口
頭
発
表
「
洋
風
画
屏
風
の
成
立
と
徳
川
家
康
側
近
の
家

臣
・
特
権
的
商
人
」
の
原
稿
を
も
と
に
、
大
幅
な
加
筆
と
修
正
を
お
こ
な
っ
た
も
の

で
す
。
そ
の
内
容
は
、
科
学
研
究
費
・
基
盤
研
究
Ｂ
「
光
学
的
科
学
調
査
を
軸
と
し

た
初
期
洋
風
画
と
ア
ジ
ア
太
平
洋
海
域
美
術
交
通
に
関
す
る
基
盤
的
研
究
」（
二
〇
二

一
〜
二
〇
二
四
年
度　
研
究
代
表
者
・
岡
田
裕
成
）
の
成
果
の
一
環
を
な
し
ま
す
。

（
１
） 　
岡
田
﹇
裕
成
﹈ 2014; 2020b; Okada 2015; 

岡
田
、齋
藤 2007

な
ど
。
初
期
近

代
世
界
の
植
民
地
主
義
と
ア
ジ
ア
・
日
本
の
美
術
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
は
、
岡

田
﹇
裕
成
﹈ 2017; 2020a; 2021; Okada 2023

な
ど
。

（
２
） 　
洋
風
画
作
品
に
つ
い
て
最
も
包
括
的
に
作
品
を
集
成
し
た
目
録
は
、
坂
本
、
井

出
、
越
智
、
日
高 1997

。
田
園
風
俗
画
的
な
洋
風
画
作
品
の
主
要
な
文
献
に
つ
い

て
は
、
鷲
頭 2019

。

（
３
） 　
グ
レ
ー
ス
・
フ
ラ
ム
は
博
士
論
文
お
よ
び
、
そ
れ
を
元
に
し
た
論
考
に
お
い
て
、

こ
れ
ら
風
俗
的
要
素
を
織
り
込
ん
だ
洋
風
画
作
品
に
つ
い
て
、マ
ー
ル
テ
ン・デ・

フ
ォ
ス
原
画
の
図
像
集
『
孤
独
な
る
生
活
の
勝
利
（T

rophaeum
 Vitae 

Solitariae

）』
な
ど
の
図
像
源
泉
を
示
し
つ
つ
、
そ
の
キ
リ
ス
ト
教
的
・
教
化
的

意
味
を
強
く
主
張
す
る
論
を
提
示
し
た
（Vlam

 1976; 

坂
本
、
フ
ラ
ム
、
井
出 
1997

）。
こ
れ
に
対
し
、坂
本
満
や
井
出
洋
一
郎
は
、画
中
に
聖
俗
の
対
比
を
想
起

さ
せ
る
要
素
の
存
在
を
認
め
つ
つ
も
、
全
体
と
し
て
明
確
に
教
化
的
な
意
味
を
も

つ
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
概
し
て
慎
重
な
姿
勢
を
と
っ
て
い
る
（
坂
本 1973: 76; 

坂
本
、井
出 1978; 

井
出 1991

）。
田
園
風
俗
画
的
な
洋
風
画
作
品
の
解
釈
は
、本

稿
の
議
論
と
も
大
い
に
関
わ
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
機
会
を
改
め
て
論
じ
た
い
。

（
４
） 　Sutton 2012: 162

。17
世
紀
初
頭
の
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム
の
大
型
世
界
地
図
制
作

に
つ
い
て
は
、Koem

an, Schilder, Van Egm
ond, and Van der Krogt 

2007: 1346-1351.

（
５
） 　
ブ
ラ
ウ
一
六
〇
六
／
〇
七
年
版
、
カ
エ
リ
ウ
ス
一
六
〇
九
年
版
、
同
一
六
一
九

年
版
の
世
界
地
図
と
尚
蔵
館
本
世
界
地
図
屏
風
の
複
雑
な
関
係
に
つ
い
て
は
、

ギ
ュ
ン
タ
ー・シ
ル
ダ
ー
と
鴇
田
忠
正
が
早
く
に
注
目
し
た
（Schilder 1979; 

鴇

田 1974: 

鴇
田 1980

）。
三
好
は
こ
れ
ら
を
踏
ま
え
つ
つ
、
尚
蔵
館
本
世
界
地
図

を
成
立
さ
せ
た
要
素
を
精
密
に
明
ら
か
に
し
て
い
る
（
三
好 1997; 2003

）。

（
６
） 　
こ
の
江
戸
時
代
の
修
理
に
つ
い
て
は
、
太
田
彩
の
報
告
を
参
照
（
太
田 1999

）。

第
二
扇
、
七
扇
の
移
動
も
そ
の
痕
跡
が
具
体
的
に
確
認
さ
れ
た
。

（
７
） 　
尚
蔵
館
本
と
ブ
ラ
ウ
世
界
地
図
付
属
図
像
の
対
応
関
係
に
つ
い
て
は
、
三
好
唯

義
が
詳
し
く
論
じ
て
い
る
（
三
好 1997: 

特
に29-30

）。

（
８
） 　
浄
得
寺
作
品
お
よ
び
そ
の
関
連
作
品
の
成
立
経
緯
に
つ
い
て
は
、
中
村 1964: 

21-72

、
坂
本
編 1979: 94 

。

（
９
） 　
《
泰
西
王
侯
騎
馬
図
屏
風
》
の
図
像
源
泉
に
つ
い
て
は
、坂
本
満
や
鴇
田
忠
政
ら

に
よ
り
基
本
的
な
事
実
が
明
ら
か
に
さ
れ
た（
坂
本 1973: 106-107; 

鴇
田 1980

）。

（
10
） 　
こ
の
科
学
調
査
と
、
明
ら
か
に
な
っ
た
墨
線
の
下
絵
に
つ
い
て
は
、
太
田
彩
が

詳
し
く
報
告
し
て
い
る
（
太
田 1999; 

太
田 2011

）。

（
11
） 　
井
出 1994: 15-16. 

な
お
、
洋
風
画
屏
風
を
教
会
の
「
贈
り
物
」
と
す
る
考
え

方
は
、《
泰
西
王
侯
騎
馬
図
屏
風
》
や
《
チ
ュ
ニ
ス
戦
闘
図
（
レ
パ
ン
ト
戦
闘
図
）》

に
つ
い
て
論
じ
る
な
か
で
、
西
村
貞
も
早
く
に
示
し
て
い
る
（
西
村 1954: 219; 

西
村 1956: 2 

）。
な
お
、
尚
蔵
館
本
《
万
国
絵
図
屏
風
》
に
つ
い
て
は
、
鴇
田
忠

正
が
「（
明
治
初
め
の
こ
ろ
に
）
天
皇
の
ご
学
問
所
を
飾
っ
て
い
た
」
と
の
宮
内
庁

の
説
明
を
伝
え
て
い
る（
鴇
田 1974: 48 

）。
本
作
の
来
歴
に
つ
い
て
は
所
蔵
館
に

お
い
て
も
調
査
が
進
め
ら
れ
、
ま
も
な
く
新
た
な
知
見
が
公
に
な
る
も
の
と
お
聞

き
し
て
い
る
。

（
12
） 　
か
つ
て
西
村
貞
は
、
本
作
を
会
津
に
い
た
キ
リ
シ
タ
ン
大
名
・
蒲
生
氏
郷
（
一

五
九
五
年
没
）
の
旧
蔵
品
と
想
定
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
作
品
の
制
作
年
か
ら
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無
理
が
あ
り
現
在
は
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
な
い（
石
田 2011: 22 

）。
主
要
作
品
の

来
歴
に
つ
い
て
は
、
坂
本
ら
に
よ
る
総
目
録
を
参
照
（
坂
本
、
井
出
、
越
智
、
日

高 1997

）。

（
13
） 　
井
出 1994: 15. 

世
界
地
図
に
関
わ
る
洋
風
画
作
品
の
制
作
上
限
を
一
六
一
〇

年
な
い
し
一
六
一
一
年
頃
と
す
る
年
代
観
が
概
ね
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
は
、
研

究
史
を
総
括
す
る
な
か
で
塚
原
晃
も
指
摘
し
て
い
る
（
塚
原 2011: 205

）。

（
14
） 　
フ
ィ
リ
ッ
プ
ス
は
挿
絵
集
版
画
の
も
と
に
な
っ
た
ド
ロ
ー
イ
ン
グ
も
特
定
し
た

上
で
、
マ
ド
リ
ー
ド
の
絵
画
シ
リ
ー
ズ
と
の
関
係
を
証
明
し
た
（Phillips 2018

）。

（
15
） 　
グ
ラ
サ
号
事
件
に
つ
い
て
は
、
五
野
井 1976; 

高
瀬 2002: 376 

以
下
。

（
16
） 　
こ
と
の
経
緯
は
宣
教
師
ジ
ェ
ロ
ニ
モ
自
身
の
報
告
書
簡
に
記
さ
れ
る
（Pérez 

1923: 521

）。
経
緯
に
つ
い
て
は
、
松
田 1992: 37-38; 

岡
田
﹇
裕
成
﹈: 2020a: 35 

。

（
17
） 　
ク
レ
イ
ン
ス 2021: 166-171. 
ま
た
金
井
圓
は
、
使
節
の
一
員
で
あ
っ
た
ニ
コ

ラ
ー
ス
・
ポ
イ
ク
の
旅
行
記
を
日
本
語
に
訳
し
て
紹
介
し
て
い
る
（
金
井 1986: 

93-121

）。

（
18
） 　
金
井 1986: 32-33; 

松
田 1992: 158-159
。
貿
易
再
開
を
望
む
マ
カ
オ
か
ら
の

ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
が
、
後
藤
庄
三
郎
と
長
谷
川
左
兵
衛
の
取
次
に
よ
り
得
た
家
康

の
回
答
は
「
日
本
に
来
た
い
の
な
ら
、来
れ
ば
よ
い
。
害
を
な
す
も
の
は
い
な
い
」

と
の
素
っ
気
な
い
返
答
で
あ
っ
た
と
い
う
（
高
瀬 2002: 381
）。
家
康
の
ポ
ル
ト

ガ
ル
使
節
に
対
す
る
冷
淡
な
返
答
に
つ
い
て
は
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
使
節
と
同
じ
時
期

に
駿
府
に
滞
在
し
た
ス
ペ
イ
ン
植
民
地
ヌ
エ
バ
・
エ
ス
パ
ー
ニ
ャ
の
使
節
ビ
ス
カ

イ
ノ
も
証
言
し
て
い
る
（Gil 1991: 348

﹇
ヒ
ル: 362

﹈）。

（
19
） 　
ビ
ベ
ロ
と
の
交
渉
に
つ
い
て
は
、Gil 1991: 140-207

（
ヒ
ル 2000: 133-206
）; 

松
田 1992: 84-133; 

鈴
木 2010: 113-126; 

岡
田
﹇
裕
成
﹈: 2020a: 36 

。

（
20
） 　
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ 1973: 224. 

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
み
な
ら
ず
、
日
本
の
貴
顕

が
面
談
に
際
し
さ
ま
ざ
ま
な
贈
り
物
を
要
求
す
る
こ
と
は
、
多
く
の
外
国
使
節
が

な
か
ば
辟
易
と
し
つ
つ
述
べ
て
い
る
が
、
こ
の
ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
の
証
言
は
、
そ

の
贈
り
物
要
求
に
際
し
て
の
日
本
人
の
「
舶
来
」
志
向
を
端
的
に
述
べ
て
い
る
点

で
興
味
深
い
。

（
21
） 　
ア
ダ
ム
ス
の
妻
へ
の
手
紙
の
原
文
は
、Rundall ed. 1850: 39 

。こ
の
間
の
事
情

に
つ
い
て
は
、
ク
レ
イ
ン
ス 2021: 127-129

。

（
22
） 　
一
六
一
二
年
の
使
節
に
つ
い
て
は
、五
野
井 1992: 130

。
一
六
一
四
年
の
使
節

に
つ
い
て
は
、
駿
府
記: 270

。

（
23
） 　
『
駿
府
記
』、
お
よ
び
、
そ
れ
と
内
容
が
ほ
ぼ
重
な
る
『
駿
府
政
事
録
』
の
執
筆

者
や
成
立
の
経
緯
に
つ
い
て
は
後
藤
庄
三
郎
の
関
与
が
広
く
論
じ
ら
れ
て
き
た
。

最
新
の
議
論
は
夏
目
琢
史
に
よ
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
（
夏
目 2024

）。
本
論
文
に

つ
い
て
ご
教
示
下
さ
っ
た
同
僚
の
野
村
玄
教
授
に
お
礼
申
し
ま
す
。

（
24
） 　
初
め
て
の
オ
ラ
ン
ダ
使
節
に
対
す
る
後
藤
庄
三
郎
の
接
遇
に
つ
い
て
は
、
ポ
イ

ク
の
旅
行
記
が
記
し
て
い
る（
金
井 1986: 95, 107

）。
第
二
回
使
節
に
つ
い
て
は
、

ク
レ
イ
ン
ス 2021: 186-191

。

（
25
） 　
「
濃
毘
須
般
國
、
自
古
未
通
、
去
年
京
町
人
田
中
勝
介
、
就
後
藤
少
（
庄
）
三
郎

望
渡
海
、
今
夏
歸
朝
、
數
色
之
羅
紗
并
葡
萄
酒
持
來
、
件
紫
紗
其
一
也
、
其
海
路

八
九
千
里
」（
駿
府
記: 217

）

（
26
） 　
モ
レ
ホ
ン 1974: 130

。没
収
さ
れ
た
印
刷
物
な
ど
の
踏
み
絵
な
ど
へ
の
利
用
に

つ
い
て
は
、
長
崎
市
史 1967: 152-153; 

岡
田
﹇
章
夫
﹈ 1983: 199 （
註
4
）。

（
27
） 　
酒
井 2021

。
な
お
、
こ
の
鞘
包
み
に
用
い
ら
れ
る
金
唐
革
（guadam

ecí

）
に

つ
い
て
は
、
日
光
東
照
宮
の
ご
厚
意
、
並
び
に
東
京
国
立
博
物
館
主
任
研
究
員
・

酒
井
元
樹
氏
の
ご
協
力
に
よ
り
、
精
細
な
画
像
を
提
供
い
た
だ
い
た
。
筆
者
自
身

も
、
ス
ペ
イ
ン
国
立
装
飾
美
術
館
副
館
長
で
、
こ
の
分
野
の
専
門
家
で
あ
る
フ
ェ

リ
ク
ス
・
デ
・
ラ
・
フ
エ
ン
テ
氏
に
鑑
識
を
依
頼
し
、
16
世
紀
末
年
か
ら
17
世
紀

初
頭
の
ス
ペ
イ
ン
製
と
の
所
見
を
得
て
い
る
。

（
28
） 　
五
野
井2012: 196

。
な
お
原
文
は
、A

RSI, Jap. Sin. 6, fol.78r.

（
29
） 　
上
京
の
聖
堂
創
立
の
経
緯
や
所
在
地
に
つ
い
て
は
、
岡
村
洋
子
が
詳
し
く
述
べ

て
い
る
（
岡
村 1974

）。
下
京
の
聖
堂
は
、上
京
の
そ
れ
に
従
属
す
る
も
の
で
、そ

の
規
模
も
、
三
章
で
言
及
し
た
上
京
聖
堂
に
比
べ
る
と
小
さ
な
も
の
で
あ
っ
た
よ

う
だ
。
た
だ
、
岡
村
が
指
摘
す
る
通
り
、
上
京
は
上
層
階
層
が
多
く
住
む
重
要
な

地
区
で
あ
り
、
そ
こ
に
置
か
れ
た
聖
堂
は
、
建
築
に
か
な
り
の
費
用
が
か
け
ら
れ

た
こ
と
が
同
時
代
の
証
言
に
よ
り
知
ら
れ
て
い
る
（
岡
村 1974: 168-169

）。

（
30
） 　
太
田 1999; 

太
田 2011. 

た
だ
し
、
こ
こ
で
太
田
が
中
国
で
の
制
作
を
指
摘
す

る
際
の
重
要
な
根
拠
の
一
つ
と
し
た
竹
紙
の
使
用
に
つ
い
て
は
、
日
本
に
お
い
て

も
、
従
来
考
え
ら
れ
て
い
た
よ
り
広
く
行
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
綿
田
稔
に
よ
り
近
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年
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
綿
田 2021. 

本
論
文
に
つ
い
て
、
そ
の
存
在
を
教
示
く
だ

さ
っ
た
鷲
頭
桂
氏
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
）。
た
だ
そ
の
一
方
で
、一
八
世
紀
に
か

け
、
マ
カ
オ
、
あ
る
い
は
場
合
に
よ
っ
て
は
マ
ニ
ラ
で
、
日
本
の
屏
風
制
作
と
接

点
を
持
つ
と
思
わ
れ
る
作
品
が
制
作
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
無
視
で
き
な
い
事
実

で
あ
る
（
岡
田
﹇
裕
成
﹈ 2017

）。
こ
れ
ら
と
一
七
世
紀
初
頭
の
洋
風
画
屏
風
と
の

関
係
は
全
く
不
明
だ
が
、
東
ア
ジ
ア
海
域
に
お
け
る
、
日
本
由
来
の
屏
風
作
品
の

制
作
に
つ
い
て
は
、
今
後
幅
広
い
研
究
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

引
用
文
献

日
本
語
文
献

石
田
佳
也 2011. 

「
南
蛮
美
術
の
光
と
影
《
泰
西
王
侯
騎
馬
図
》
の
謎
に
迫
る
」、『
南

蛮
美
術
の
光
と
影 

泰
西
王
侯
騎
馬
図
屏
風
の
謎
』
所
収
、
東
京
：
サ
ン
ト 

リ
ー
美
術
館
、20-25.

井
出
洋
一
郎 1979. 

「
西
洋
風
俗
図
屏
風
」、『
風
俗
画-

南
蛮
風
俗
』（
日
本
屏
風
絵
集

成
15
）
所
収
、
東
京
：
講
談
社
、142-151.

―
―
― 1991. 「
初
期
洋
風
画
の
図
像
表
現
と
西
洋
版
画
」、『
永
徳
と
障
屏
画
』（
日
本

美
術
全
集
第
15
）
所
収
、
東
京
：
講
談
社
、179-186.

―
―
― 1994. 「
南
蛮
絵
を
支
え
た
も
の
」、
日
本
洋
画
商
協
同
組
合
編
『
日
本
洋
画
商

史
』
所
収
、
東
京
：
美
術
出
版
社
、11-19.

ヴ
ァ
リ
ニ
ャ
ー
ノ
、ア
レ
サ
ン
ド
ロ 1973. 『
日
本
巡
察
記
』（
松
田
毅
一
他
訳
）、東
京：

平
凡
社

海
野
一
隆 1991. 
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